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当
地
ニ
テ
ハ
日
本
ヲ
学
ビ
、
日
本
ニ
テ
ハ
当
地
ヲ
学
ビ

本
稿
は
、
杉
田
定
一
が
繊
維
産
業
に
お
け
る
機
械
化
を
必
要
と
認

識
す
る
に
い
た
っ
た
転
換
の
背
景
と
、
杉
田
の
羽
二
重
輸
出
の
具
体

案
に
つ
い
て
、
複
数
の
主
題
か
ら
論
じ
る
。

一

問
題
提
起
と
杉
田
の
海
外
視
察

（
１
）
「
近
代
日
本
」
の
歴
史
研
究
に
お
け
る
問
題

お
よ
そ
歴
史
研
究
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
選
出
し
た
う
え
で
、
そ

の
テ
ー
マ
が
何
ら
か
の
転
換
を
遂
げ
た
点
を
前
提
と
し
、
変
化
そ
の

も
の
の
描
写
や
要
因
分
析
を
行
な
う
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
、
ど
の

（
１
）

よ
う
な
研
究
に
あ
ろ
う
と
も
、
転
換
そ
の
も
の
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
転
換
を
突
き
動
か
し
た
事
態
に
つ

い
て
は
不
問
に
さ
れ
る
。
織
物
業
に
あ
っ
て
は
力
織
機
化
と
い
う
転

換
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

従
来
の
マ
ル
ク
ス
史
学
・
経
済
史
学
で
中
心
的
な
議
題
と
な
っ
た

問
屋
制
か
ら
工
場
制
へ
の
移
行
に
対
し
、
主
に
一
九
九
〇
年
代
以
降

の
研
究
で
否
定
的
見
解
が
提
起
さ
れ
た
。
一
々
先
行
研
究
を
挙
げ
る

暇
が
な
い
が
、
お
よ
そ
は
、「
全
て
の
生
産
体
制
や
生
産
組
織
が
工

場
制
に
移
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
点
に
集
約
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
例
外
探
し
研
究
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
例
外
は

「
例
」
そ
の
も
の
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
例

〔
特

集
〕

一
九
世
紀
後
半
の
日
本
絹
織
物
業
に
お
け
る
機
械
化
過
程
と
世
界
史
的
背
景

─
杉
田
定
一
の
海
外
視
察
旅
行
に
関
連
し
て

─

岩

本

真

一
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外
探
し
か
ら
歴
史
像
は
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
批
判
対
象
と
な

る
は
ず
の
マ
ル
ク
ス
史
学
・
経
済
史
学
、
し
い
て
は
マ
ル
ク
ス
の
着

眼
点
の
深
さ
を
逆
に
立
証
し
か
ね
な
い
。

ま
た
、
問
屋
制
か
ら
工
場
制
へ
の
移
行
に
対
し
、「
近
代
日
本
」
と

い
う
時
期
設
定
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
こ
の
移
行
を
過
小
評
価
す
る

観
点
に
も
深
い
問
題
が
存
在
す
る
。
お
よ
そ
イ
ギ
リ
ス
で
二
〇
〇
年

ほ
ど
の
間
に
、
そ
の
よ
う
な
移
行
や
シ
フ
ト
が
生
じ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
日
本
の
場
合
、「
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か

け
て
の
時
期
（
ほ
ぼ
「
近
代
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
）
に
、
日
本
に
お
い

て
実
現
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
義
務
は
、
当
然
な
が
ら

マ
ル
ク
ス
が
課
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
研
究
上
の
習
慣
・
都
合
を
最

優
先
さ
せ
、
対
象
時
期
や
地
域
を
限
定
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問

屋
制
か
ら
工
場
制
へ
の
移
行
や
シ
フ
ト
を
恣
意
的
に
除
外
さ
せ
る
と

い
う
転
倒
も
、
歴
史
学
や
経
済
史
学
に
お
い
て
頻
繁
に
見
ら
れ
る
事

態
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、「
同
一
資
本
の
指
揮
下
」（unter

dem

K
om
m
ando

desselben
K
apitals

）
と
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
た
工
場

制
の
本
質
か
ら
み
れ
ば
、
分
散
型
の
生
産
組
織
と
集
中
型
の
生
産
組

織
に
大
差
は
な
く
、「
同
一
資
本
」
を
何
に
想
定
す
る
か
に
よ
っ
て

結
論
は
異
な
る
。

（
２
）

（
３
）

（
２
）
一
九
世
紀
後
半
の
日
本
に
お
け
る
織
機
の
前
提

紡
績
機
が
二
〇
〇
〇
錐
か
ら
一
万
錐
、
さ
ら
に
は
五
万
錐
と
い
っ

た
規
模
へ
巨
大
化
し
た
紡
績
業
の
よ
う
な
典
型
的
大
工
場
に
対
し
、

そ
こ
そ
こ
の
立
地
面
積
が
確
保
さ
れ
れ
ば
小
規
模
工
場
で
あ
ろ
う
と

も
力
織
機
設
置
に
よ
る
操
業
が
可
能
で
あ
っ
た
織
物
業
な
ど
、
中
小

規
模
の
工
場
を
対
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
散
型
の
生
産
組
織
や
、

問
屋
制
の
有
す
る
伸
縮
的
な
効
率
性
を
高
評
価
す
る
研
究
は
後
を
絶

た
な
い
。
と
り
わ
け
織
物
業
の
場
合
、
日
本
で
は
紡
績
業
に
比
し
て

機
械
化
は
遅
れ
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
っ
て
も
旧
態
依
然
の
手
織
機

に
よ
る
生
産
が
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
織
物
業
研
究

（
に
限
ら
ず
在
来
産
業
に
つ
い
て
触
れ
た
研
究
）
は
、
総
じ
て
、
旧
態
依

然
の
手
織
機
が
後
半
に
残
っ
て
い
る
点
を
「
在
来
」
や
「
伝
統
」
と

い
っ
た
用
語
で
一
様
に
捉
え
る
傾
向
が
あ
り
、
旧
態
依
然
の
手
織
機

そ
の
も
の
の
変
遷
に
は
目
を
向
け
な
い
。
古
い
生
産
財
も
活
用
さ
れ
、

問
屋
制
や
分
散
型
生
産
組
織
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
市
場
対
応
を
可
能

に
し
た
と
い
っ
た
論
点
は
、
え
て
し
て
、
古
い
生
産
財
そ
の
も
の
の

歴
史
性
を
看
過
し
て
し
ま
う
。

も
っ
と
も
、
闇
雲
に
数
百
年
間
の
手
織
機
の
変
遷
を
必
ず
論
じ
る

義
務
が
あ
る
と
は
述
べ
な
い
が
、
手
織
機
の
場
合
、
一
九
世
紀
中
期

に
日
本
へ
上
陸
し
た
バ
ッ
タ
ン
機
に
は
既
に
飛
び
杼
機
能
が
設
置
さ
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れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
日
本
に
お
い
て
飛
び
杼
改
良
（
バ
ッ
タ

ン
改
良
）
が
活
発
化
し
た
か
、
い
ず
れ
か
の
形
に
よ
っ
て
も
、
力
織

機
導
入
以
前
に
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
に
よ
る
技
術
成
果
が
日
本
の

手
織
機
へ
既
に
塗
り
こ
ま
れ
て
い
た
点
は
、
研
究
上
、
明
記
せ
ず
と

も
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
３
）
杉
田
定
一
に
よ
る
海
外
視
察
の
概
要

さ
て
、
杉
田
定
一
の
海
外
視
察
は
大
き
く
三
期
に
分
か
れ
る
。

『
杉
田
定
一
関
係
文
書
目
録
』
の
区
分
に
よ
る
と
、
①
欧
米
漫
遊
（
一

八
八
六
年
七
月
～
八
八
年
六
月
）、
②
第
一
回
絹
織
物
視
察
（
一
八
九
六

年
六
月
～
一
〇
月
）、
③
第
二
回
絹
織
物
視
察
（
一
九
〇
〇
年
六
月
～
一

一
月
）
で
あ
る
。
三
度
の
渡
航
の
う
ち
、
一
度
目
の
欧
米
漫
遊
は
約

二
年
間
と
長
期
に
わ
た
っ
た
が
、
絹
織
物
視
察
、
と
く
に
羽
二
重
商

況
視
察
が
主
目
的
と
な
っ
た
二
度
目
・
三
度
目
の
渡
航
は
、
そ
れ
ぞ

れ
四
ヶ
月
・
半
年
と
い
う
短
期
の
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
三

度
に
わ
た
る
漫
遊
と
視
察
を
ま
と
め
て
指
す
場
合
は
、
単
に
「
視

察
」
と
略
す
。

絹
部
門
に
限
っ
て
い
え
ば
、
①
の
時
点
で
杉
田
の
関
心
は
、
養
蚕
、

染
織
工
場
見
学
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
漫
遊
は
、
後
の
二
回
の

視
察
に
比
べ
私
的
な
旅
行
の
側
面
が
強
い
が
、
養
蚕
と
染
織
と
い
う

（
４
）

（
５
）

二
部
門
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
。
次
に
、
②
は
、
福
井
県
絹
織
物
組
合

組
長
小
川
喜
三
郎
と
農
商
務
省
か
ら
任
命
を
受
け
た
渡
航
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
市
場
に
お
け
る
日
本
製
絹
織
物
調

査
、
と
く
に
日
本
の
中
部
地
方
・
北
陸
地
方
で
生
産
さ
れ
て
い
た
羽

二
重
の
商
況
を
視
察
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
総
じ
て
、
こ
の
視

察
で
は
、
羽
二
重
商
況
問
答
、
織
機
会
社
問
合
せ
・
織
機
目
録
収
集

と
い
う
点
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
視
察
成
果
は
、
草
稿
を
経

て
翌
九
七
年
に
『
欧
米
羽
二
重
商
況
視
察
報
告
』
と
し
て
農
商
務
省

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
最
後
の
③
は
、
一
九
〇
〇
年
六
月
か
ら
一
一
月

に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
絹
織
物
工
場
見
学
と
カ
タ
ロ
グ
収
集
（
編

機
・
ミ
シ
ン
や
パ
リ
万
博
な
ど
）
の
二
点
に
関
心
が
絞
ら
れ
て
い
る
。

先
述
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ら
三
度
の
渡
航
に
お
け
る
杉
田
の
関
心

は
、
広
く
絹
業
全
般
に
わ
た
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
絹
業
工
程
間

ご
と
に
分
け
る
と
、
杉
田
の
焦
点
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

と
り
わ
け
、
②
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
商
人
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

北
西
部
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
商
人
た
ち
と
羽
二
重
の
利
用
状
況

を
問
答
し
、
ま
た
、
力
織
機
製
造
会
社
へ
目
録
請
求
も
行
な
っ
て
お

り
、『
欧
米
羽
二
重
商
況
視
察
報
告
』
の
内
容
も
含
め
、
残
さ
れ
た
史

料
群
の
な
か
で
は
最
も
具
体
的
な
視
察
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
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表１ 杉田の収集した繊維機械関連のカタログ・パンフレット
（ａ） 第１回絹織物視察（１８９６年６月～）

整理番号資料タイトル種類

０２８-００１IllustratedCatalogueAndPriceListOfShafting,Pulleys,Hangers,&C.
（軸材、滑車、吊り材等イラスト入カタログ及価格表）

糸巻機
その他

０２８-００２CatalogueNo.II.SchaumAndUhlinger（シャウム・ウリンガー社カタ
ログ２号）

０２８-００７-００２HorizontalPowerWarpingMill.（水平式たて糸巻き機械整経機製造工場
のパンフレット）

０２８-０１１CombinirteZettel-UndAufbäummaschineFürSeidenketten.（絹織物用
複合式たて糸巻き機）

０２８-００７-００１
BenjaminEastwood,GeneralMachinist.AndManufacturerOfHigh
GradeSilkMachinery.（絹織機製造工場ベンジャミン・イーストウッド
社パンフレット）

織機

０２８-００７-００３〔イーストウッド社織機広告〕
０２８-０１０-００１〔写真〕（ルーティ機械工場の絹織機）

０２８-０１０-００２MachinePourL’OurdissageEtLePliageDesChaînesDeSoie.（ルー
ティ機械工場の絹織物機械展示品解説パンフレット）

０２８-０１４Allgemeine Beschreibung DesNeuen Mechan,Seidenwebstuhles,
Modell１８９２.（１８９２年型新自動絹織機一般使用説明書）

０２８-１４３-００５-００１〔書簡〕（杉田によるノウルズ織機工業社製織機に関する問合に付回答書）

０２８-１４３-００５-００２CatalogueOf“SixteenHarness,4×4Box,SilkLoom”（ノウルズ織機工
業社製絹織機カタログ）

０２８-１４３-００５-００３CatalogueOf“RibbonLoom”（ノウルズ織機工業社製リボン織機カタログ）

０３４-０７３Eastwood’sHigh-SpeedRibbonLoom.（イーストウッド社高速リボン織
機パンフレット）

０３７-００６-００２〔名刺及書付覚〕（「CromptonLoomWorks.」、「N.B.Church」、「F.T.
Knowles」の名刺、「PatersonMachineCo.」他英文書付、封筒入）

０３７-０２０〔書付覚〕（ノウルズ織機工業社他織機製造社名書付）

（ｂ） 第２回絹織物視察（１９００年６月～）
整理番号資料タイトル種類

０２８-０１７-００１AnleitungZumAjustirenA.LeitconusAmBobinoirFürSeide.（絹用自動糸巻
機の主導円錐部調整手引書）

糸巻機
その他

０２８-０１０-００３
ExpositionUniverselleAParis.１９００.DescriptionDeL’ObjetExposéSous
No.１３.MachinePourL’OurdissageEtLePliageDesChaînesDeSoie.（１９００
年パリ万博、ルーティ機械工場の絹織物機械展示品の解説広告）

織機

０３４-０７７
ExpositionUniverselleAParis.１９００.DescriptionDeL’ObjetExposéSous
No.３.MétierPourSoieries.（１９００年パリ万博、ルーティ機械工場パンフレッ
トNo.３.絹織機解説）

０３４-０７８
ExpositionUniverselleAParis.１９００.DescriptionDeL’ObjetExposéSous
No.１.MétierPourSoieries.（１９００年パリ万博、ルーティ機械工場パンフレッ
トNo.１.絹織機解説、生地見本付）

０３４-０７９
ExpositionUniverselleAParis.１９００.DescriptionDeL’ObjetExposéSous
No.２.MétierPourSoieries.（１９００年パリ万博、ルーティ機械工場パンフレッ
トNo.２.絹織機解説、生地見本付）

０３４-０８０
ExpositionUniverselleAParis.１９００.DescriptionDeL’ObjetExposéSous
No.４.MétierPourSoieries.（１９００年パリ万博、ルーティ機械工場パンフレッ
トNo.４.絹織機解説、生地見本付）
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０３４-０８１
ExpositionUniverselleAParis.１９００.DescriptionDeL’ObjetExposéSous
No.５.MétierPourSoieries.（１９００年パリ万博、ルーティ機械工場パンフレッ
トNo.５.絹織機解説、生地見本付）

織機

０３４-０７２-００１Price=ListForShuttleEmbroideryMachines,Model１９００.（アドルフ・ソー
ラー社製レース編機、１９００年モデル価格表）

編機
０３４-０７２-００２PowerLaceEmbroideryMachine（６２４Needles）（アドルフ・ソーラー社レー

ス編機カタログ）

０２８-００８-００１NouveauTarifIllustreSingerMachinicACoudre（シンガー工業社新価格、商
標登録パンフレット）

ミシン ０２８-００８-００２〔絵付シンガー工業社広告〕
０２８-００８-００３TheSingerManufacturingCo.（米国シンガー工業社広告）
０３４-０７４MachinesACoudre,Singer（シンガー足踏みミシン広告）

０２８-００３-００１
ParisExhibition１９００.,Spinners& ManufacturersOfAlpaca,Mohair&
Worsted.,SilkSealsAndPlushes,BlackDikeMills,Queensbury,Bradford.
（１９００年パリ万博ジョン・フォスター&サン社パンフレット）

パリ
万博

０２８-００４AL’ExpositionUniverselleDe１９００CatalogueDeLaSectionRusseFils,
Tissus,Vetements（１９００年パリ万博、繊維、織物、衣服ロシア部門のカタログ）

０２８-０１７-００２DécortiqueusePourPlantesTextilesEnVertOuEnSecLaFrançaise（ラ・フ
ランセーズの織物用植物剥皮機パンフレット）

０３４-０１３Doulton&Co.Limited.ADescriptionOfTheirExhibitsAtParisExhibition,
１９００.（１９００年パリ万博、ドールトン社の展示パンフレット）

０３４-０７５ExpositionUniverselleParis１９００.,Claes&Flentje（１９００年パリ万博、クレー
ス＝フレントゥイェ社パンフレット）

（ｃ） 帰国後（主に１９１０年代）
整理番号資料タイトル種類

０２８-００９SpécialitéDeMachinesPourLePeignage,LaFilature&LaTeinturerie（特殊機
械コーミング、紡績、染色の広告）

糸巻機
その他

０２８-０１２Zlatník& TlapákMechanickáTovárnaNaBavlněnouPříziKuPleteníA
Háčkování（ズラトゥニーク＝トゥラパーク編物刺繍用錦糸製造工場広告）

０２８-０１８〔名刺〕Chas.A.Stevens&Bros.DressSilksSilkGoods.（チャールズ・A・ス
ティーブンス・ブラザーズ社取扱絹ドレス、絹製品）

０３４-０９１Zlatník& TlapákMechanickáTovárnaNaBavlněnouPříziKuPleteníA
Háčkování（ズラトゥニーク＝トゥラパーク編物刺繍用錦糸製造工場広告）

０２８-００５ManufacturesDeTissusDeSoie（絹織物製造及創設者紹介のパンフレット）織機
０２８-０８４〔生地見本〕（織物工場視察にて生地見積りに付）

見本
０３７-００９〔生地見本〕

（ｄ） 年月不明
整理番号資料タイトル種類
０３４-０７６〔レース刺繍見本〕

見本
０３７-００７〔封筒〕（生地見本付）

出典：「杉田定一関係文書」より筆者作成。
注：「整理番号」は大阪経済大学図書館データベース「杉田定一関係文書」の番号に対応した表記である。

『杉田定一関係文書目録』の表記法では、３桁ずつに統一された上記「整理番号」と形式が若干異な
る。例えば、データベースによる整理番号「０２８-００１」は、目録では「２８-１」となっている。この点、
ご留意願いたい。
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三
度
に
わ
た
る
視
察
で
は
、
す
べ
て
絹
織
物
市
場
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
杉
田
に
と
っ
て
の
欧
米
と
は
、
主
に
フ
ラ

ン
ス
、
と
く
に
絹
織
物
の
メ
ッ
カ
「
里
昂
」（
リ
ヨ
ン
）
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
不
慣
れ
な
英
語
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
行

き
先
で
の
交
流
を
活
発
に
さ
せ
、
工
場
見
学
の
よ
う
に
細
か
な
や
り

取
り
が
必
要
な
場
合
は
三
井
物
産
を
は
じ
め
と
す
る
商
社
や
個
人
の

人
脈
を
積
極
的
に
活
用
し
つ
つ
、
産
業
的
才
覚
が
必
要
と
さ
れ
る
局

面
を
前
に
し
て
対
象
に
即
し
た
思
考
（
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
思
考
）
を
発
揮

し
え
た
点
は
、
政
治
力
に
と
ど
ま
ら
な
い
彼
の
分
析
力
を
説
明
す
る

に
十
分
な
成
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
三
度
の
視
察
の
う
ち
、
織
機
カ
タ
ロ
グ
や
広
告
類
を
持
ち

帰
っ
た
の
は
、
②
の
第
一
回
絹
織
物
視
察
と
③
の
第
二
回
絹
織
物
視

察
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
帰
国
後
一
九
一
〇
年
代
頃
に
取
り
寄

せ
た
生
地
見
本
や
カ
タ
ロ
グ
な
ど
も
含
め
、
一
覧
化
し
た
も
の
が
表

１
で
あ
る
。

表
１
を
み
る
と
、（
ａ
）第
一
回
絹
織
物
視
察
で
は
糸
巻
機
と
織
機
、

（
ｂ
）第
二
回
絹
織
物
視
察
で
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
、
編
機
、
ミ
シ
ン
、

パ
リ
万
博
の
カ
タ
ロ
グ
や
広
告
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
パ
リ
博
カ
タ

ロ
グ
の
う
ち
「E

xposition
U
niverselle

Paris
1900.,

C
laes

&

Flentje

」
は
、
一
社
で
、
編
機
、
ミ
シ
ン
、
自
転
車
を
扱
う
ク
レ
ー

（
６
）

ス
＝
フ
レ
ン
ト
ゥ
イ
ェ
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
表
１
の
収
集

物
も
含
め
、
三
度
の
視
察
の
間
に
、
繊
維
関
連
機
械
全
般
へ
杉
田
の

関
心
が
広
が
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

二

欧
米
漫
遊
期
の
関
連
事
情

以
下
で
は
、
清
国
へ
渡
る
以
前
か
ら
既
に
、
杉
田
の
着
想
方
法
に

お
い
て
欧
米
中
心
的
な
二
分
法
的
理
解
が
形
成
さ
れ
て
い
た
点
を
確

認
し
、
次
に
、
リ
ヨ
ン
絹
織
物
市
場
に
お
い
て
杉
田
が
意
識
し
て
い

た
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
絹
織
物
業
と
、
福
井
県
の
輸
出
向
け
羽

二
重
産
業
の
展
開
を
概
観
し
た
う
え
で
、
杉
田
の
欧
米
漫
遊
の
概
要

を
記
す
。

（
１
）
杉
田
に
み
る
中
国
観
・
欧
米
観
の
差
異

杉
田
は
、
三
度
に
わ
た
る
欧
米
視
察
を
行
な
う
前
、
八
四
年
八
月

三
〇
日
に
東
京
を
発
ち
清
国
へ
赴
い
て
い
る
。
杉
田
の
現
状
認
識
は
、

ア
ロ
ー
戦
争
（
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
）
と
清
仏
戦
争
で
清
国
が
敗
戦
し

た
経
緯
の
も
と
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。
端
的
に
い
え
ば
、
若
か
り
し

杉
田
は
清
国
に
対
し
文
明
国
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
が
、
清
仏
戦

争
前
後
の
間
に
、
天
津
や
北
京
を
汚
い
街
と
認
識
し
、
パ
リ
や
ロ
ン

ド
ン
を
文
明
の
街
と
断
定
す
る
よ
う
に
な
る
。
双
方
の
結
節
点
と
な



163

る
地
域
は
上
海
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
清
国
へ
赴
く
前
、
八
三
年
な
い
し
は
翌
年
八
月
ま
で
に
記

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
東
洋
自
由
振
起
論
」
か
ら
は
、
杉
田
が
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
う
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
除
く
地
域
、
す
な
わ
ち
、

ト
ル
コ
や
中
央
ア
ジ
ア
以
東
・
以
南
を
お
よ
そ
「
東
洋
」
と
認
識
し
、

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
等
の
軍
事
的
膨
張
に
対
し
、
東
洋

全
体
に
自
衛
の
必
要
性
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。「
東
洋
ノ
大
勢
既

ニ
去
ル
」
と
い
う
状
況
の
も
と
で
「
一
孤
島
ノ
治
安
」
を
維
持
す
る

困
難
さ
を
力
説
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
杉
田
に
と
っ
て
は
ロ
シ
ア

南
下
に
対
す
る
危
機
感
は
大
き
い
。

こ
の
「
東
洋
自
由
振
起
論
」
で
、
杉
田
は
「
白
色
人
種
」
と
「
黄

色
人
種
」、「
欧
羅
巴
」
と
「
亜
細
亜
」
と
い
う
二
分
法
理
解
を
土
台

に
自
由
論
を
提
起
し
て
い
る
。
彼
の
二
分
法
的
発
想
は
、
清
国
旅
行

記
『
遊
清
雑
唫
』
に
あ
る
「
清
街
積
糞
集
蒼
蠅
欧
界
夜
輝
電
気
燈
咫

尺
妍
媸
天
地
別
中
華
二
字
是
虚
称
」
の
文
面
が
、
お
そ
ら
く
最
も
分

か
り
や
す
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
海
の
「
清
街
」（
中
国
人
街
）
は

「
糞
」
と
「
蒼
蠅
」
が
鬱
積
し
、
そ
れ
に
比
べ
、
同
じ
上
海
で
も
「
欧

界
」（
租
界
・
外
灘
・
バ
ン
ド
）
に
お
い
て
は
「
電
気
燈
」
に
よ
っ
て

夜
も
輝
い
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
中
国
人
街
と
租
界
地
に
は

「
天
地
」
の
差
が
あ
る
と
い
う
比
喩
を
用
い
て
い
る
の
も
偶
然
で
は

（
７
）

（
８
）

（
９
）

な
い
。「
中
華
」
の
二
文
字
が
形
骸
化
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
か
ら

は
、
杉
田
の
中
で
、「
中
華
」
で
は
な
く
「
天
地
」
と
い
う
物
事
の
判

断
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。「
中
華
」
が
杉
田
に
と
っ
て

の
世
界
観
で
は
な
く
な
っ
た
点
は
、「
清
人
呼
日
本
人
ノ
言
東
洋
人
」

と
の
下
り
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
視
線
の
変
化
が
、
杉
田
の
中
で
ど
の
よ
う
に

起
こ
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
現
段
階
で
詳
細
に
確
認
す
る
こ
と
は

で
き
て
い
な
い
。
杉
田
に
み
ら
れ
る
視
点
の
変
化
に
は
、
既
に
一
九

世
紀
中
期
の
中
国
側
・
日
本
側
の
知
識
人
や
政
治
家
た
ち
に
み
ら
れ

た
世
界
認
識
の
転
換
が
少
な
か
ら
ず
と
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
見
通
し
の
良
い
研

究
が
存
在
す
る
。
ま
ず
、
銭
国
紅
『
日
本
と
中
国
に
お
け
る
「
西
洋
」

の
発
見
』
で
は
、
高
杉
晋
作
、
五
代
友
厚
、
中
牟
田
倉
之
助
ら
の
場

合
、
上
海
と
い
う
場
所
が
開
国
か
攘
夷
か
の
二
者
択
一
に
つ
い
て
検

討
す
る
機
会
を
与
え
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
劉
建
輝
の
研
究
に
よ

る
と
、
と
り
わ
け
高
杉
の
場
合
、
上
海
に
お
い
て
、「
西
洋
人
と
中
国

人
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
「
使
役
」
と
「
被
使
役
」
の
関
係
」
が
、

彼
の
動
揺
を
誘
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
閻
立
「
清
朝
同
治
年
間
に
お

け
る
幕
末
期
日
本
の
位
置
づ
け
」
か
ら
は
、
日
本
側
の
対
清
交
易
・

貿
易
政
策
の
変
化
と
清
国
側
の
具
体
的
対
応
が
理
解
し
や
す
い
。
こ

（

）
１０

（

）
１１

（

）
１２（

）
１３
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れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
、
杉
田
の
場
合
、
西
洋

か
清
国
か
と
い
う
二
分
法
的
選
択
肢
に
迫
ら
れ
た
高
杉
ら
の
上
海
体

験
と
は
異
な
り
、
清
国
で
は
な
く
西
洋
（
な
い
し
は
欧
米
）
と
い
う
二

分
法
的
結
論
が
既
に
前
提
と
な
っ
て
い
た
。

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
、
と
り
わ
け
パ
リ
も
ま
た
、
北
京
よ
り
も
早
い

一
八
世
紀
に
、
汚
物
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

一
九
世
紀
後
半
（
一
八
七
〇
年
代
）
に
な
る
と
、
パ
リ
は
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
三
世
と
オ
ス
マ
ン
市
長
に
よ
っ
て
都
市
改
造
が
行
な
わ
れ
、
そ
の

後
に
公
衆
衛
生
の
観
念
や
清
潔
感
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
汚

物
都
市
か
ら
の
離
脱
が
始
ま
っ
た
。

問
題
は
、
杉
田
が
実
際
に
渡
清
す
る
前
に
得
た
知
識
・
情
報
が
書

物
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
書
物
で
杉
田
が
知
り
得
た

清
国
事
情
の
う
ち
、
新
興
の
国
際
都
市
上
海
に
つ
い
て
は
多
く
の
情

報
や
知
識
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
杉
田
は
、
八

四
年
に
記
し
た
『
遊
清
餘
感
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
上
海
ノ
地
タ
ル
各
国
居
留
地
ニ
シ
テ
半
欧
半
清
支
那
ノ
大
勢
ヲ
知

ル
ニ
足
ラ
ズ
、
大
勢
ヲ
知
ル
帝
都
ノ
在
ル
所
為
政
ノ
出
ル
所
ニ
赴
ク

ニ
如
カ
ザ
ル
ヲ
覚
知
シ
北
京
ニ
遊
ブ
。
其
ノ
制
度
風
俗
人
情
ノ
在
ル

所
ヲ
見
聞
ス
ル
ニ
全
ク
平
生
書
籍
ヲ
読
ミ
詩
文
ニ
看
ル
所
ト
霄
壕
の

差
ア
リ
…
…
中
略
…
…
腐
敗
紊
乱
紀
綱
振
ハ
ズ
、
賄
賂
公
行
進
士
及

（

）
１４

（

）
１５

（

）
１６

第
ノ
設
ア
ル
モ
其
学
ブ
所
ノ
書
四
書
六
経
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
欧
羅
巴
ノ

書
ニ
渉
ラ
ズ
故
ニ
宇
内
事
情
ニ
疎
」
い
。
同
時
代
日
本
の
事
例
に
当

て
嵌
め
れ
ば
、
神
戸
や
横
浜
で
は
日
本
の
大
勢
が
理
解
で
き
な
い
故

に
東
京
へ
赴
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
杉
田
の
読
ん
だ
清
国
関
係
の
書
物
に
は
「
各
国
居
留
地
」

の
展
開
す
る
上
海
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
半
欧

半
清
」
の
上
海
で
は
「
清
支
那
ノ
大
勢
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
北
京
へ
行
く
と
い
う
論
理
は
、
杉
田
の
読
書
体
験
に
よ
っ
て
蓄

積
さ
れ
た
清
国
の
印
象
（
渡
清
前
の
若
か
り
し
杉
田
に
と
っ
て
の
文
明

国
）
を
追
認
す
る
目
的
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
上
海
は
、
読
書
体

験
で
得
た
知
識
や
印
象
に
相
応
し
く
な
い
場
所
で
あ
る
と
杉
田
は
考

え
、「
支
那
ノ
大
勢
ヲ
知
ル
」
た
め
に
北
京
へ
渡
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

著
述
さ
れ
た
北
京
な
い
し
は
清
国
は
、
杉
田
に
と
っ
て
過
去
の
文
明

国
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
北
京
で
は
、「
腐
敗
紊

乱
紀
綱
振
ハ
ズ
」
と
の
指
摘
を
行
な
い
な
が
ら
も
、
他
方
で
風
景
を

見
な
が
ら
詩
を
書
い
て
い
る
こ
と
や
、
後
に
パ
リ
へ
赴
い
た
際
に
、

リ
ヨ
ン
で
ラ
ベ
ル
偽
装
問
題
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
る
点
を
実
見

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
腐
敗
と
し
て
認
識
し
な
か
っ
た
落
差
を
踏
ま

え
る
な
ら
ば
、
経
済
や
政
治
の
目
標
と
し
て
「
欧
米
」
を
ア
プ
リ
オ

リ
に
設
定
し
た
態
度
が
窺
え
る
。
実
際
に
清
国
へ
旅
す
る
以
前
に
、

（

）
１７

（

）
１８
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杉
田
の
な
か
で
大
き
な
先
入
観
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
先
入
観
は
、「
舟
入
天
津
近
北
京
馬
尿
豚
糞

路
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
は
や
、
馬
の
尿
と
豚
の
糞
が
確
証
も
な
く

記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
決
定
的
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
中
国
の
光
景
、
と
り
わ
け
街
路
に
つ
い
て
は
、
実
見
し
た
も

の
で
は
な
く
慣
用
句
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
文

明
（
清
潔
）
に
対
し
、
野
蛮
（
不
潔
）
と
い
う
図
式
的
認
識
が
既
に
杉

田
の
中
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
た
。
杉
田
の
清
国
旅
行
は
、「
欧
米
」

へ
の
視
線
・
憧
憬
を
自
認
す
る
た
め
の
一
瞥
・
決
別
の
旅
で
あ
っ
た

と
要
約
で
き
よ
う
。

杉
田
の
視
線
を
通
じ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
中
国
の
過
去
・
自

然
に
対
し
て
は
表
敬
、
現
状
に
対
し
て
は
蔑
視
と
い
う
視
線
が
、
遅

く
と
も
一
九
世
紀
末
の
日
本
で
成
立
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
不

潔
、
厚
顔
、
滑
稽
と
い
う
三
種
の
認
識
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
日

本
が
中
国
に
対
し
向
け
て
い
た
視
線
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
始
ま
っ
た
自
給
自
足
的
生
活
の
解
体
と
、
そ
れ
に
付
随
し
た
自

然
か
ら
の
人
工
の
分
離
と
い
う
事
態
は
、
近
代
化
、
工
業
化
、
資
本

主
義
化
に
着
手
し
た
日
本
に
と
っ
て
、
中
国
（
過
去
・
自
然
）
と
欧

米
（
現
在
・
人
工
）
と
い
う
二
分
法
と
し
て
機
能
し
得
た
と
換
言
で

き
よ
う
。

（

）
１９

（

）
２０

（

）
２１

（
２
）
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
絹
織
物
業
と
一
九
世
紀
の
状
況

次
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ェ
ス
タ
ー
州
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
視

点
を
移
そ
う
。
当
地
は
絹
貿
易
と
絹
産
業
が
長
期
に
わ
た
っ
て
展
開

し
た
地
域
で
あ
る
。
地
の
利
を
活
か
し
、
一
七
世
紀
に
は
フ
ラ
ン
ス

や
フ
ラ
ン
ド
ル
と
同
時
期
に
蚕
が
も
た
ら
さ
れ
、
養
蚕
業
を
も
と
に

絹
ボ
タ
ン
産
業
が
勃
興
し
た
。
そ
の
後
、
一
七
四
〇
年
代
に
イ
タ
リ

ア
か
ら
水
力
紡
績
機
が
導
入
さ
れ
、
絹
紡
績
業
が
勃
興
し
た
。
マ
ク

ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
絹
糸
は
、
当
時
高
品
質
の
絹
織
物
産
地
と
さ
れ

て
い
た
ロ
ン
ド
ン
東
端
ス
ピ
タ
ル
フ
ィ
ー
ル
ズ
の
織
工
た
ち
に
提
供

さ
れ
た
と
い
う
。
Ｔ
・
Ｓ
・
ア
シ
ュ
ト
ン
が
「
ス
ピ
タ
ル
フ
ィ
ー
ル

ド
、
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
、
ノ
リ
ッ
ジ
、
マ
ク
ル
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
よ

う
な
都
市
へ
集
中
す
る
傾
向
」
が
一
八
世
紀
前
半
の
「
絹
織
物
工
」

に
み
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
の
に
は
、
前
述
の
経
緯
が
あ
っ
た
。

海
外
で
の
認
知
を
得
た
一
八
世
紀
中
期
か
ら
世
紀
末
に
か
け
て
、

マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
手
織
機
に
よ
る
絹
織
物
業
が
展
開
し
、

現
地
労
働
者
を
大
量
に
雇
用
し
た
代
表
的
産
業
へ
と
発
展
し
た
。
地

域
的
な
特
色
と
し
て
、
広
幅
織
物
の
ギ
ン
ガ
ム
や
ダ
マ
ス
ク
が
有
名

で
あ
っ
た
と
い
う
。
染
色
部
門
で
も
無
地
染
・
柄
染
が
展
開
し
た
。

一
九
世
紀
初
頭
、
一
八
一
〇
年
代
に
九
〇
〇
〇
人
近
か
っ
た
人
口
は
、

二
〇
年
間
で
二
万
三
〇
〇
〇
人
ま
で
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
マ
ク

（

）
２２

（

）
２３

（

）
２４
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ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
絹
織
物
産
業
の
勃
興
（
絹
紡
績
業
か
ら
絹
織
物

業
へ
の
転
換
）
に
は
、
ス
ピ
タ
ル
フ
ィ
ー
ル
ズ
絹
織
物
業
の
衰
退
が

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

力
織
機
が
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
一
八
二
〇

年
代
の
こ
と
で
あ
り
、
絹
織
物
よ
り
も
綿
織
物
部
門
へ
先
に
導
入
さ

れ
た
と
い
う
。
力
織
機
を
絹
製
織
に
適
応
さ
せ
る
初
歩
的
問
題
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
製
織
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

遅
く
と
も
一
八
三
〇
年
代
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

の
ジ
ャ
カ
ー
ド
機
製
造
会
社
「D

evoge
」
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
進

出
し
、
直
後
に
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
織
物
工
場
数
社
と
提
携
を

結
ん
だ
。
一
八
三
八
年
頃
は
少
数
に
留
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
力
織

機
の
導
入
は
手
織
工
た
ち
に
対
し
優
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
〇
年
代
以
降
、
力
織
機
は
膨
大
な
産
出
量
を
も
の
と
も
せ
ず
、
絹

織
物
の
量
産
が
実
現
し
た
。

と
は
い
え
、
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
絹
織
物
産
業
は
、
既
に
養

蚕
業
・
絹
紡
績
業
と
の
連
動
性
が
崩
れ
て
お
り
、
輸
入
未
加
工
原
料

と
不
安
定
市
場
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
た
め
、
雇
用
者
た
ち
の
多

く
が
労
賃
を
削
減
し
た
。
そ
れ
で
も
、
織
工
た
ち
は
現
地
貴
族
た
ち

の
ス
テ
ー
タ
ス
を
支
え
る
製
品
を
産
出
し
続
け
た
。
し
か
し
、
既
に

一
九
世
紀
初
頭
に
は
手
織
工
た
ち
の
労
賃
が
頭
打
ち
を
経
験
し
て
い

（

）
２５

た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
域
の
代
表
産
業
に
お
け
る
労
賃
が
低
下

傾
向
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
地
域
の
大
半
の
家
計
を
直
撃
す

る
事
態
を
意
味
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
前
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

移
民
や
農
村
部
出
身
の
没
落
木
綿
商
に
は
抵
抗
す
る
術
が
な
か
っ
た
。

織
工
た
ち
は
木
賃
宿
や
小
店
舗
へ
離
散
し
は
じ
め
た
。
も
し
彼
ら
が

抵
抗
す
れ
ば
、
織
物
工
場
主
た
ち
は
、
田
舎
の
家
計
補
助
的
な
低
賃

金
労
働
力
を
利
用
し
て
織
物
生
産
を
委
託
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
マ
ク

ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
労
働
者
た
ち
の
最
低
賃
金
よ
り
も
低
い
賃
金
で

そ
れ
を
行
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
八
四
〇
年
代
ま
で
、
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
織
工
た
ち
は
、

手
織
工
と
機
械
織
工
と
を
問
わ
ず
、
市
場
変
動
や
原
料
輸
移
入
と
い

う
不
安
定
要
因
を
理
由
に
、
雇
主
に
低
賃
金
で
働
か
さ
れ
た
と
い
う

状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
産
業
と
し
て
み
た
場
合
、
マ
ク
ル
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
は
一
九
世
紀
前
半
を
通
じ
て
成
長
を
遂
げ
、
完
成
品
輸

出
を
は
じ
め
、
製
織
・
染
色
と
い
っ
た
各
工
程
の
中
心
地
域
と
し
て

も
卓
越
し
た
国
際
的
地
位
を
占
め
た
。
一
九
世
紀
中
期
に
行
な
わ
れ

た
複
数
の
万
国
博
覧
会
で
、
男
性
向
け
に
、
バ
ン
ダ
ナ
、
ハ
ン
カ

チ
ー
フ
、
ベ
ス
テ
ィ
ン
、
サ
ー
セ
ネ
ッ
ト
、
女
性
向
け
に
、
ベ
ル

ベ
ッ
ト
（
ビ
ロ
ー
ド
）、
サ
テ
ン
、
シ
ョ
ー
ル
、
ト
リ
ミ
ン
グ
が
出

品
・
出
展
さ
れ
た
と
い
う
。
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し
か
し
、
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
衰
退
を
決
定
づ
け
た
の
は
、

こ
の
一
九
世
紀
中
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
シ
ュ
ト
ン
が
指
摘
し
た

一
八
世
紀
以
後
、
一
九
世
紀
の
前
半
に
か
け
て
当
地
へ
の
移
住
は
大

規
模
に
行
な
わ
れ
た
が
、
一
八
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
植
民
地
カ
ナ

ダ
や
米
国
へ
の
移
住
奨
励
策
が
導
入
さ
れ
、
自
由
か
つ
補
助
金
の
つ

く
移
転
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
多
数

の
家
族
が
向
か
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
パ
タ
ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
パ
タ
ー
ソ
ン
は
、
以
後
、
ア
メ
リ
カ
絹

業
の
中
心
地
と
な
る
。
し
か
し
、
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
出
身
の

ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
ル
が
ア
メ
リ
カ
産
業
の
保
護
貿
易
運
動
の
先
頭
に

立
っ
た
こ
と
を
発
端
に
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
絶
た
れ
た
マ
ク
ル

ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
栄
華
は
衰
退
へ
と
向
か
い
始
め
、「
地
場
産
業
と

し
て
の
ス
カ
ー
フ
織
工
業
の
担
い
手
の
地
位
に
甘
ん
じ
」
る
段
階
に

入
っ
た
。

（
３
）
欧
米
漫
遊
へ

「
欧
米
漫
遊
」
は
、
一
八
八
六
年
七
月
か
ら
一
八
八
八
年
六
月
に

か
け
て
行
な
わ
れ
た
。
概
要
的
な
旅
行
記
と
し
て
は
「
欧
米
漫
遊
雑

吟
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
漫
遊
は
、
後
の
二
回
の
視
察
に
比
べ
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
行
の
意
味
合
い
が
強
い
。
こ
の
漫
遊
で
は
、
三
井

（

）
２６

（

）
２７

（

）
２８

物
産
を
介
し
た
形
で
織
物
工
場
な
ど
の
視
察
を
打
診
し
て
い
る
点
が

絹
織
物
関
係
で
特
徴
的
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

「
第
七
回
倫
敦
通
信
」（
一
八
八
七
年
四
月
二
日
）
で
米
国
婦
人
の
主

流
職
業
の
人
数
把
握
を
行
な
い
、
繊
維
・
裁
縫
業
の
産
業
化
の
規
模

を
知
る
一
方
で
、「
倫
敦
通
信
原
稿
」（
一
八
八
七
年
六
月
四
日
）
か
ら

は
、
日
本
に
お
け
る
「
西
洋
服
大
流
行
」
と
、
在
外
日
本
人
の
一
部

に
み
る
「
日
本
服
」
の
奇
抜
さ
双
方
に
躊
躇
を
覚
え
る
な
ど
、
当
時

ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
化
し
始
め
た
日
本
の
服
飾
文
化
を
垣
間
見
さ

せ
る
。

さ
て
、
残
さ
れ
た
手
記
か
ら
は
、
養
蚕
と
染
織
と
い
う
二
部
門
へ

の
関
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
ず
、
こ
の
段
階
で
の
杉
田
は
、
ロ
ン

ド
ン
か
ら
の
妻
鈴
宛
書
簡
（
八
七
年
六
月
四
日
付
）
で
、「
経
済
独
立

ガ
肝
要
ナ
リ
」
と
の
問
題
意
識
に
も
と
づ
き
、「
日
本
カ
外
国
ニ
向

テ
第
一
等
ノ
物
産
ハ
養
蚕
生
絲
ナ
リ
。
我
郷
里
越
前
ニ
於
テ
モ
」
と

述
べ
て
お
り
、
養
蚕
業
・
製
糸
業
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

染
織
へ
の
関
心
と
し
て
は
、
キ
ャ
リ
コ
捺
染
機
製
造
所
や
織
物
工

場
の
見
学
を
三
井
物
産
経
由
で
依
頼
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。

八
八
年
三
月
八
日
に
三
井
物
産
ロ
ン
ド
ン
支
社
は
、
前
者
、
す
な
わ

ち
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
あ
る
メ
イ
ザ
ー
＆
プ
ラ
ッ
ト
社
（M

ather

&
Platt

）
の
サ
ル
フ
ォ
ー
ド
鉄
工
所
（Salford

Iron
W
orks

）
と
、
後

（

）
２９

（

）
３０

（

）
３１

（

）
３２

（

）
３３
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者
、
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
リ
ー
ズ
に
あ
る
バ
ー
カ
ー
＆

ム
ー
デ
ィ
社
（B

arker
&
M
oody

）
の
パ
ー
シ
ヴ
ィ
ア
ラ
ン
ス
工
場

（Perseverance
M
ills

）
の
二
工
場
に
対
し
、
工
場
見
学
の
希
望
者
杉

田
を
優
遇
す
る
依
頼
文
を
記
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
綿
業
に
つ
い
て
は
、
八
八
年
四
月
五
日
に
パ
リ
で
記
さ

れ
父
仙
十
郎
へ
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に
よ
る
と
、「
今
譬
ヘ
バ
一
ノ
製

造
所
僅
カ
独
リ
若
ク
ハ
二
人
ノ
所
有
ノ
社
ニ
テ
モ
、
三
千
四
千
或
ハ

五
六
千
人
ノ
職
人
ヲ
使
ヒ
、
綿
ノ
織
物
ノ
如
キ
、
綿
ヨ
リ
直
ニ

絲
、
々
ヨ
リ
直
ニ
染
練
ト
ナ
リ
、
染
練
ヨ
リ
直
ニ
織
物
ト
ナ
リ
、
織

物
ヨ
リ
直
ニ
荷
造
リ
ト
」
な
る
工
場
内
に
お
け
る
一
貫
生
産
か
ら
出

荷
に
い
た
る
体
制
に
驚
き
を
示
し
た
。

（
４
）
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
輸
出
向
羽
二
重
の
経
緯

『
福
井
石
川
両
県
下
機
業
調
査
報
告
』
を
も
と
に
、
輸
出
羽
二
重

生
産
が
福
井
で
勃
興
し
た
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
お
よ
そ
以
下
の
よ

う
に
な
る
。「
此
年
（
八
六
年
─
岩
本
注
）
ノ
暮
ニ
当
テ
偶
々
東
京
某

商
店
ヨ
リ
福
井
市
小
林
清
作
氏
ノ
支
店
ニ
向
ケ
、
米
国
ニ
輸
出
ス
ル

絹
織
物
ノ
見
本
ヲ
送
付
シ
テ
其
製
織
ヲ
注
文
シ
来
レ
リ
、
小
林
氏
ハ

依
テ
直
ニ
之
ヲ
織
工
会
社
ニ
依
頼
セ
リ
、
是
レ
実
ニ
今
ノ
輸
出
平
羽

二
重
ナ
リ
シ
」。
奉
書
紬
か
ら
、
無
地
の
「
傘
地
・
ハ
ン
ケ
チ
地
」
へ
、

（

）
３４

（

）
３５

（

）
３６

（

）
３７

さ
ら
に
は
輸
出
向
羽
二
重
へ
と
い
う
比
重
推
移
が
一
九
世
紀
後
半
の

福
井
で
生
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
輸
出
向
羽
二
重
生
産
は
、

「
傘
地
・
ハ
ン
ケ
チ
地
」
生
産
の
放
棄
か
ら
始
ま
っ
た
。「
福
井
ニ
於

テ
ハ
重
ニ
傘
地
・
ハ
ン
ケ
チ
地
ノ
製
織
ノ
ミ
行
ハ
レ
居
リ
シ
コ
ト
ゝ

テ
、
何
人
モ
此
羽
二
重
ノ
織
方
ヲ
心
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
キ
」
と
い

う
状
況
の
も
と
で
、
八
七
年
以
後
、
福
井
県
庁
以
下
の
奨
励
政
策
が

進
行
し
、
桐
生
か
ら
羽
二
重
技
術
者
を
招
聘
し
、
羽
二
重
製
織
が
伝

授
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
精
錬
業
や
羽
二
重
整
理

法
な
ど
も
発
生
し
、
羽
二
重
生
産
の
軌
道
は
八
〇
年
代
末
に
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
。

輸
出
向
羽
二
重
生
産
が
主
流
と
な
っ
た
福
井
で
は
、「
福
井
市
ヲ

中
心
ト
シ
テ
大
野
・
鯖
江
・
武
生
・
丸
岡
等
ニ
続
々
、
機
業
家
起
リ
、

廿
二
年
三
月
ニ
ハ
全
県
下
ヲ
通
シ
テ
機
数
二
千
台
ニ
達
セ
リ
、
此
ノ

時
ニ
当
テ
傘
地
及
ハ
ン
ケ
チ
地
ノ
類
ハ
殆
ト
跡
ヲ
絶
チ
一
ニ
羽
二
重

ノ
ミ
」
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
既
に
輸
出
向
羽
二
重
は
、「
品
質

良
好
ニ
シ
テ
価
格
ノ
廉
ナ
ル
所
ヨ
リ
、
海
外
ニ
於
ケ
ル
評
判
宜
シ
ク

注
文
引
キ
モ
切
ラ
ザ
ル
ノ
勢
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
九
二
（
明
治
二

五
）
年
に
な
る
と
織
機
台
数
は
一
万
二
〇
〇
〇
台
と
い
う
急
増
を
示

し
た
。『
福
井
石
川
両
県
下
機
業
調
査
報
告
』
の
「
第
一
章

沿
革
」

は
「
明
治
廿
五
年
ハ
実
ニ
福
井
県
ノ
絹
織
業
ニ
一
大
革
命
ヲ
生
ジ
タ

（

）
３８

（

）
３９

（

）
４０
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ル
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
輸
出
向
羽
二
重
生
産
の
勃
興
と
流
行
の
時
期
は
、
杉

田
が
欧
米
漫
遊
視
察
の
時
期
と
帰
国
後
の
時
期
に
重
な
る
。
そ
の
後

の
二
度
に
わ
た
る
海
外
視
察
で
杉
田
が
羽
二
重
生
産
に
お
け
る
工
業

化
を
念
頭
に
、
一
つ
は
機
械
化
と
い
う
工
業
面
で
の
提
案
を
行
な
い
、

二
つ
に
直
輸
出
と
い
う
商
業
面
で
の
提
案
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
具

体
的
な
意
義
を
問
い
直
す
な
ら
ば
、
工
業
面
で
は
、
既
に
福
井
で
利

用
さ
れ
て
い
た
「
ジ
ャ
カ
ー
ド
・
バ
ッ
タ
ン
」
に
代
替
す
る
機
械
の

必
要
性
に
あ
り
、
商
業
面
で
は
横
浜
の
日
系
商
人
に
よ
る
価
格
操
作

と
暴
利
に
対
す
る
対
策
に
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
横
浜
商
人
が
羽
二
重
輸
出
の
動
向
を
左
右
す
る
と
い

う
問
題
は
、
既
に
九
二
年
の
段
階
で
、
福
井
市
内
に
お
い
て
は
打
開

的
な
局
面
が
み
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
廿
五
年
五
月
ロ
ゼ
ン

ソ
ー
ル
・
メ
ー
ソ
ン
ノ
二
商
会
福
井
市
ニ
支
店
ヲ
出
シ
直
接
機
業
家

ニ
注
文
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
機
業
家
ニ
取
リ
テ
ハ
従
前
ヨ
リ
モ
非

常
ナ
ル
便
益
ヲ
得
ル
」
と
い
う
段
階
に
あ
っ
た
。
杉
田
の
商
業
対
策

案
は
、
こ
の
よ
う
な
福
井
市
内
で
の
打
開
策
の
、
さ
ら
な
る
事
後
対

策
と
し
て
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
横
浜
居
住
の
商
人
で
も
な
く
、

外
国
商
会
の
現
地
（
福
井
）
支
店
で
も
な
く
、
組
合
設
立
に
よ
る
直

輸
出
政
策
と
い
う
点
に
絞
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（

）
４１

（

）
４２

三

第
一
回
絹
織
物
視
察
─
羽
二
重
輸
出
対
策
案
─

（
１
）
焦
点
と
旅
程

杉
田
は
、
一
八
九
六
年
六
月
一
二
日
付
け
で
、
福
井
県
絹
織
物
組

合
組
長
小
川
喜
三
郎
か
ら
「
羽
二
重
商
況
視
察
ノ
為
欧
米
派
出
員
ヲ

嘱
托
ス
」
と
の
任
命
を
受
け
た
。
同
趣
旨
の
任
命
を
農
商
務
省
か
ら

も
受
け
、
杉
田
は
二
度
目
に
あ
た
る
欧
米
旅
行
へ
発
っ
た
。
今
回
の

視
察
は
機
業
家
の
村
野
文
次
郎
と
の
同
行
で
、
一
〇
月
ま
で
の
四
ヶ

月
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
絹

織
物
市
場
を
視
察
す
る
こ
と
と
、
福
井
県
の
代
表
的
産
品
で
あ
る
羽

二
重
商
況
を
調
査
す
る
こ
と
の
二
点
が
目
的
と
さ
れ
た
。

こ
の
視
察
は
絹
織
物
業
の
メ
ッ
カ
「
里
昂
」
と
「
里
昂
製
」
の
実

態
が
捉
え
ら
れ
た
点
で
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
下
書
き
を
入
念
に
用
意
し
、
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
商
人

や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
商
人
た
ち
に
、
羽

二
重
の
売
れ
行
き
や
利
用
状
況
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
な
っ

た
。
同
年
一
二
月
の
帰
国
後
、
翌
九
七
年
二
月
ま
で
に
『
欧
米
羽
二

重
商
況
視
察
報
告
』
を
丁
寧
に
執
筆
し
た
。
三
月
一
日
に
は
農
商
務

省
商
工
局
か
ら
同
名
の
報
告
書
も
刊
行
さ
れ
た
。

以
下
で
は
、
杉
田
が
提
起
し
た
絹
織
物
業
部
門
に
お
け
る
機
械
化

（

）
４３

（

）
４４

（

）
４５

（

）
４６
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と
輸
出
対
策
案
と
を
紹
介
す
る
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
は
絹
織

物
の
販
売
基
地
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
織
物
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
も
、

世
界
的
水
準
に
達
し
て
い
た
、
換
言
す
れ
ば
、
デ
ザ
イ
ン
の
流
行
市

場
と
し
て
リ
ヨ
ン
は
世
界
の
絹
織
物
市
況
を
支
配
で
き
た
と
い
う
の

が
杉
田
の
基
本
認
識
で
あ
る
。

杉
田
の
具
体
的
な
羽
二
重
輸
出
対
策
案
で
は
、
た
と
え
ば
、
織
物

デ
ザ
イ
ン
の
世
界
的
な
流
行
発
信
地
が
リ
ヨ
ン
で
あ
る
以
上
、
捺
染

工
程
を
含
め
た
精
製
品
で
は
な
く
、
当
工
程
を
経
ず
に
半
製
品
と
し

て
輸
出
す
る
点
や
、
日
本
製
羽
二
重
の
品
質
を
考
慮
し
、
生
羽
二
重

よ
り
も
高
品
質
な
練
羽
二
重
の
方
が
販
路
は
大
き
い
と
い
っ
た
点
で

あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
と
お
り
、
他
国
産
織
物
で
あ
ろ
う
と
も
里

昂
製
織
物
と
し
て
販
売
（
再
輸
出
）
さ
れ
て
い
る
実
態
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
視
察
で
杉
田
は
、
福
井
県
を
は
じ
め
と
す

る
日
本
の
絹
織
物
業
界
に
力
織
機
（
機
械
製
織
機
）
を
導
入
す
る
必

要
性
を
感
じ
は
じ
め
て
お
り
、
ノ
ウ
ル
ズ
織
機
会
社
な
ど
へ
織
機
価

格
一
覧
を
請
求
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
関
心
は
次
回
の

絹
織
物
視
察
へ
と
継
続
さ
れ
た
。

簡
単
に
旅
程
を
紹
介
す
る
と
、
渡
米
、
渡
欧
の
順
で
あ
る
。
六
月

二
六
日
に
横
浜
を
出
帆
し
た
杉
田
は
、
七
月
一
二
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
へ
到
着
し
た
。
米
国
・
カ
ナ
ダ
で
は
、
シ
カ
ゴ
、
ト
ロ
ン
ト
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
タ
ー
ソ
ン
な
ど
を
歴
訪
し
た
後
、
八
月
一
二
日

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
帆
し
、
一
九
日
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
の

リ
バ
プ
ー
ル
へ
到
着
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
マ
ク

レ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、
リ
ー
ヅ
、
ヲ
ー
ブ
レ
ー
な
ど
が
主
な
訪
問
地
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
「
諸
製
造
地
巡
回
」
と
あ
り
、
と
り
わ
け
工
業

視
察
要
素
が
強
い
。
九
月
一
九
日
に
ロ
ン
ド
ン
を
発
ち
、
同
日
内
に

パ
リ
へ
到
着
し
、
リ
ヨ
ン
へ
向
か
っ
た
。
リ
ヨ
ン
で
も
ま
た
「
同
地

諸
製
造
所
を
歴
覧
」
し
、
一
〇
月
一
〇
日
以
降
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、

ル
ッ
シ
ェ
ル
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
リ
ウ
テ
ー
な
ど
を
巡
回
し
、
再

び
リ
ヨ
ン
へ
戻
る
。
一
〇
月
二
五
日
に
マ
ル
セ
イ
ユ
を
出
帆
し
、
イ

ン
ド
洋
経
由
で
一
二
月
三
日
に
横
浜
港
へ
到
着
し
た
。
世
界
の
絹
織

物
業
中
心
地
と
杉
田
が
認
識
し
て
い
た
リ
ヨ
ン
を
は
じ
め
、
絹
織
物

業
の
衰
退
に
よ
っ
て
大
量
の
移
民
が
発
生
し
た
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
と
、
そ
の
織
工
た
ち
が
向
か
っ
た
パ
タ
ー
ソ
ン
を
杉
田
が
一
度
の

視
察
で
訪
問
し
て
い
る
こ
と
は
、
絹
織
物
業
主
産
地
の
盛
衰
を
準
え

て
い
る
側
面
も
有
し
た
旅
程
と
し
て
興
味
深
い
。

（
２
）
「
欧
米
羽
二
重
商
況
視
察
報
告
」
の
検
討

今
回
の
視
察
報
告
は
、
三
点
の
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

ま
ず
は
、
視
察
報
告
の
草
稿
で
あ
り
、
こ
れ
は
帰
国
翌
年
の
一
八
九

（

）
４７

（

）
４８

（

）
４９
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七
年
二
月
に
記
さ
れ
た
。
こ
の
草
稿
を
元
に
印
刷
さ
れ
た
の
が
二
種

類
存
在
し
、
一
つ
は
、
同
月
に
印
刷
さ
れ
た
『
杉
田
定
一
君
村
野
文

次
郎
君
絹
織
物
海
外
視
察
報
告
書
』
で
、
杉
田
の
担
当
分
は
「
欧
米

羽
二
重
商
況
視
察
報
告
」
と
し
て
二
月
四
日
付
け
、
村
野
文
次
郎
の

担
当
分
は
「
絹
織
物
海
外
視
察
報
告
」
で
一
月
二
〇
日
付
け
と
な
っ

て
お
り
、
両
者
を
ま
と
め
た
形
で
印
刷
さ
れ
、
福
井
県
絹
織
物
組
合

組
長
小
川
喜
三
郎
宛
に
提
出
さ
れ
た
。
二
つ
目
の
印
刷
物
は
、『
欧

米
羽
二
重
商
況
視
察
報
告
』（
杉
田
定
一
著
、
農
商
務
省
商
工
局
発
行
）

で
、
一
八
九
七
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

以
下
で
は
、
草
稿
を
中
心
に
、
杉
田
の
羽
二
重
輸
出
対
策
案
を
詳

細
に
検
討
す
る
。
草
稿
は
、
先
述
し
た
旅
程
か
ら
始
ま
り
、「
取
調

要
項
」
一
〇
点
、「
考
案
」
三
点
が
続
き
、
結
論
で
締
め
く
く
ら
れ
て

い
る
。「
取
調
要
項
」
か
ら
順
を
追
っ
て
確
認
し
よ
う
。

ま
ず
、
一
点
目
の
羽
二
重
の
使
用
法
で
は
、「
婦
人
ノ
衣
服
」「
襦

袢
」「
襟
巻
」「
装
飾
品
」「
男
子
ノ
襟
飾
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
二

点
目
の
「
嗜
好
流
行
」
で
は
、
毎
年
・
毎
月
変
化
す
る
た
め
予
想
が

立
て
に
く
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
新
奇
ノ
流
行
ヲ

案
出
シ
人
ノ
嗜
好
ニ
投
ズ
ル
ハ
佛
国
里
昂
ニ
シ
テ
、
実
ニ
里
昂
ハ
世

界
流
行
ノ
根
本
地
ト
云
フ
モ
敢
テ
過
言
ニ
非
ズ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
が
流
行
発
信
元
と
の
認
識
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（

）
５０（

）
５１

（

）
５２

羽
二
重
の
多
く
は
、
リ
ヨ
ン
の
「
製
造
人
」
に
よ
っ
て
加
工
を
経
て
、

「
新
型
新
流
行
品
」
と
な
っ
て
他
方
面
へ
再
輸
出
さ
れ
、
人
気
を
博

し
て
い
た
。

第
一
章（
３
）で
も
触
れ
た
が
、
リ
ヨ
ン
か
ら
の
再
輸
出
に
つ
い
て
、

草
稿
版
で
は
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
二
種
類
の
印
刷
版
で

は
「
或
国
」
と
変
更
さ
れ
た
た
め
窺
い
知
れ
な
い
だ
け
に
、
以
下
の

指
摘
は
興
味
深
い
。「
一
例
ヲ
挙
ン
ニ
米
国
等
ニ
テ
ハ
里
昂
ノ
加
工

ヲ
経
ザ
ル
モ
経
タ
ル
者
ト
唱
ヘ
日
本
品
ナ
ル
モ
佛
国
産
ノ
印
ヲ
ツ
ケ

テ
売
却
ス
ル
ヲ
実
見
シ
タ
リ
」。
す
な
わ
ち
、
リ
ヨ
ン
「
製
造
人
」
の

加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
フ
ラ
ン
ス
産
と
い
う
ラ
ベ

表
２
「
取
調
要
項
」一
〇
点

第
一

羽
二
重
ハ
何
ニ
使
用
ス
ル
ヤ

第
二

嗜
好
流
行
ハ
如
何

第
三

生
羽
二
重
ト
練
羽
二
重
ト
輸
出
得
失
如
何

第
四

改
良
ノ
点
如
何

第
五

競
争
品
ハ
ナ
キ
ヤ

第
六

将
来
需
用
如
何

第
七

直
輸
出
如
何

第
八

機
械
購
求
ノ
必
要
ナ
キ
ヤ

第
九

羽
二
重
ノ
外
絹
織
物
ニ
シ
テ
流
行
ヲ
逐
ハ
ザ
ル
者
ア
リ
ヤ

第
十

手
巾
ノ
需
用
如
何

出
典
：「
欧
米
羽
二
重
商
況
視
察
報
告（
草
稿
）」（「
文
書
」二
七
─
三
二
─

一
）よ
り
作
成
。
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ル
が
貼
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
再
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
絹
織
物
業
の
総
本
山
と
で
も
い
う
べ
き
リ
ヨ
ン
の
一
面

を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

リ
ヨ
ン
が
織
物
デ
ザ
イ
ン
の
流
行
発
信
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
輸

入
さ
れ
た
絹
織
物
の
一
部
が
フ
ラ
ン
ス
産
と
偽
装
さ
れ
る
事
態
を
踏

ま
え
、
杉
田
は
、「
将
来
日
本
ニ
於
テ
里
昂
ヲ
凌
駕
ス
ル
ノ
新
機
軸

ヲ
案
出
シ
世
界
ノ
信
用
ヲ
博
ス
ル
ニ
至
ル
ニ
非
ル
ヨ
リ
ハ
、
万
里
ノ

異
域
ニ
在
リ
四
時
変
化
ス
ル
所
ノ
彼
ノ
流
行
ヲ
逐
ヒ
嗜
好
ニ
投
ズ
ル

事
頗
ル
至
難
ナ
リ
」
と
認
識
し
た
う
え
で
、「
故
ニ
当
今
ノ
処
ハ
、
無

地
ノ
白
羽
二
重
ヲ
出
ス
ヲ
以
テ
得
策
」
だ
と
導
く
。「
無
地
ノ
白
羽

二
重
」
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
流
行
に
も
対
処
で
き
る
と
い
う
対
仏

羽
二
重
輸
出
の
具
体
的
な
品
目
戦
略
で
あ
る
。

三
点
目
と
し
て
杉
田
が
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
精
錬
加
工
が
施
さ

れ
た
無
地
の
羽
二
重
か
ど
う
か
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
蚕
か
ら
吐

き
出
さ
れ
る
生
糸
の
唾
液
成
分
を
煮
沸
な
ど
に
よ
っ
て
飛
ば
す
か
ど

う
か
、
す
な
わ
ち
、
生
羽
二
重
と
練
羽
二
重
の
い
ず
れ
が
輸
出
向
け

と
し
て
有
効
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
唾
液
成
分
を
残
せ
ば
生
羽
二

重
と
呼
ば
れ
、
硬
質
の
生
地
が
出
来
る
。
逆
に
、
成
分
を
減
少
さ
せ

れ
ば
練
羽
二
重
と
い
い
、
軟
質
の
さ
ら
さ
ら
し
た
生
地
と
な
る
。
先

の
リ
ヨ
ン
で
触
れ
て
い
た
流
行
支
配
の
側
面
か
ら
、「
精
製
品
」
と

（

）
５３

し
て
輸
出
す
る
の
は
難
し
く
「
半
製
品
」
が
無
難
で
あ
り
、
そ
の
場

合
、
生
羽
二
重
は
「
益
々
其
品
位
価
格
ヲ
落
ス
」
危
険
性
が
あ
る
た

め
、
練
羽
二
重
が
妥
当
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
経
緯
か
ら
、
杉
田
の
案
出
し
た
対
仏
羽
二
重
輸
出
対
策
は
、
白

練
羽
二
重
に
収
斂
し
て
い
っ
た
。

次
に
、
生
羽
二
重
の
輸
出
は
練
羽
二
重
に
比
し
て
「
益
々
其
品
位

価
格
ヲ
落
ス
」
と
触
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
四
点
目

の
「
改
良
ノ
点
如
何
」
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
杉
田
の
見
識
で
は
、

羽
二
重
は
「
欧
米
到
ル
處
、
羽
二
重
ハ
耳
ガ
悪
シ
ク
且
筋
ア
リ
、
光

沢
ナ
ク
平
均
ナ
ラ
ズ
不
揃
ナ
リ
、
ト
ノ
攻
撃
ハ
万
口
一
様
ニ
出
ヅ
」

と
い
う
事
態
に
あ
っ
た
。
現
状
の
よ
う
に
廉
価
の
み
を
強
調
し
、
製

品
の
不
統
一
を
打
開
す
る
努
力
を
怠
っ
て
は
、
羽
二
重
輸
出
の
将
来

に
陰
り
が
さ
す
と
い
う
注
意
を
促
し
て
い
る
。
特
に
、
製
品
の
不
統

一
に
つ
い
て
は
、「
不
揃
」
と
「
見
本
ト
品
物
ト
相
違
ス
ル
」
と
い
う

二
点
か
ら
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
契
約
期
限
ヲ
違
ヘ
ル
」

点
も
打
開
す
べ
き
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
対
策
案
と
本
格
的
な
輸
出
化
に
向
け
た
留
意
点
を
踏

ま
え
、
杉
田
は
、
リ
ヨ
ン
市
場
に
お
け
る
羽
二
重
の
競
合
品
は
何
か

と
視
野
を
広
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
点
目
の
「
競
争
品
ハ
ナ
キ
ヤ
」

で
あ
る
。
検
討
対
象
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
ス
イ
ス
と
中
国
で
あ
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る
。ま

ず
、
当
時
、
羽
二
重
に
と
っ
て
脅
威
だ
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
の

多
か
っ
た
ス
イ
ス
産
絹
織
物
は
、「
軽
目
ニ
シ
テ
値
段
安
ク
且
割
合

ニ
品
柄
善
キ
物
ヲ
織
出
シ
」
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
杉
田
は
、

ス
イ
ス
産
の
絹
織
物
に
つ
い
て
は
羽
二
重
の
敵
と
は
な
ら
な
い
点
を

強
調
し
、
そ
の
理
由
に
原
料
少
と
賃
銀
高
の
二
点
に
求
め
、
逆
に

「
原
料
豊
富
賃
金
低
廉
」
で
あ
る
日
本
産
絹
織
物
の
優
位
性
を
み
る
。

そ
し
て
、
一
部
の
ス
イ
ス
の
染
織
業
者
に
は
、
無
地
の
羽
二
重
に
加

工
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
と
報
告

し
て
い
る
。

次
に
、
中
国
産
絹
に
つ
い
て
は
、「
唯
ダ
茲
ニ
注
意
ヲ
要
ス
ル
ハ

支
那
絹
所
謂
ポ
ン
ヂ
エ
ナ
リ
」
と
認
識
し
、「
羽
二
重
ニ
比
シ
テ
丈

夫
且
コ
ワ
ミ
ア
リ
」
点
に
「
ポ
ン
ヂ
エ
」
の
強
み
が
あ
り
、
羽
二
重

以
上
の
輸
出
高
を
示
す
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
敵
ハ
万
里

ノ
天
涯
ニ
非
ズ
シ
テ
却
テ
一
衣
帯
水
ノ
外
ニ
在
リ
油
断
ス
ベ
カ
ラ

ズ
」
と
い
う
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
絹
織
物
市
場
に
お

い
て
、
日
本
と
中
国
と
の
競
争
関
係
が
存
在
す
る
と
の
理
解
を
示
し

て
い
る
。

以
下
、
羽
二
重
の
今
後
を
展
望
し
た
六
点
目
か
ら
一
〇
点
目
ま
で

の
内
容
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、
六
点
目
の
「
将
来
需
用
如
何
」
と
の

問
い
に
対
し
て
は
、
絹
織
物
が
高
価
な
ゆ
え
、「
上
流
社
会
ニ
非
ザ

レ
バ
着
用
ス
ル
能
ハ
ザ
リ
シ
ニ
今
羽
二
重
ノ
如
キ
廉
価
ニ
シ
テ
購
求

シ
得
ル
者
出
来
タ
ル
ヲ
以
テ
中
流
ノ
者
モ
段
々
着
用
ス
ル
ニ
至
リ
タ

ル
」
と
い
う
事
態
を
踏
ま
え
、
先
述
し
た
四
点
目
の
「
改
良
ノ
点
如

何
」
に
み
ら
れ
た
杉
田
の
提
案
が
改
良
さ
れ
れ
ば
、
将
来
の
需
要
は

増
加
傾
向
に
入
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
七
点
目
の
「
直
輸

出
如
何
」
で
は
「
大
ニ
見
込
ア
ル
」
と
し
、「
中
買
ノ
手
数
ヲ
省
」
く

こ
と
に
よ
っ
て
、「
口
銭
減
」
ず
必
要
を
説
く
。
廉
価
を
維
持
し
て

「
直
取
引
」
に
引
き
込
む
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
そ
の
際
、
特
に
注

意
を
促
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
先
の
四
点
目
に
み
ら
れ
た
改
良
点

の
一
つ
、「
見
本
ト
品
物
ト
相
違
ス
ル
」
点
と
契
約
期
限
の
履
行
で

あ
る
。
ま
た
、
直
輸
出
に
伴
な
う
困
難
と
し
て
、「
入
金
ノ
遅
キ
事
」

を
挙
げ
、「
金
融
ヲ
付
ケ
置
ク
」
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
直
輸
出
、

「
見
本
ト
品
物
」
の
統
一
、
金
額
面
で
の
問
題
と
い
っ
た
点
は
、「
取

調
要
項
」
に
続
く
「
考
案
」
で
打
開
策
が
論
じ
ら
れ
る
。

さ
て
、
八
点
目
の
「
機
械
購
求
ノ
必
要
ナ
キ
ヤ
」
で
は
、「
欧
米
諸

国
」
で
は
高
賃
金
ゆ
え
に
機
械
導
入
が
必
須
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
の
場
合
、「
衣
食
安
ク
労
働
高
カ
ラ
ザ
ル
」
た
め
手
織
が
妥
当
で

あ
る
と
い
う
基
本
見
解
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
現
状
認
識
と
し
て
、

杉
田
は
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
「
到
ル
處
烟
突
縦
横
会
社
林
立
凡
テ
機
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械
仕
懸
ノ
国
」
に
お
い
て
も
、「
マ
ク
レ
ス
フ
ヒ
ー
ル
ド
」
の
よ
う
に

「
機
械
織
」
と
「
手
織
」
が
半
々
の
地
域
も
あ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ

ヨ
ン
の
よ
う
に
、「
大
会
社
組
織
ニ
非
ズ
戸
毎
ニ
製
造
ス
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
多
ク
ハ
手
織
ニ
シ
テ
機
械
織
リ
ハ
実
ニ
僅
々
タ
ル
」
地
域
も
あ

る
と
し
て
い
る
。
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
や
リ
ヨ
ン
の
織
機
状
況
を

日
本
の
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
、「
機
械
織
リ
ヨ
リ
手
織
ヲ
適
当
」

と
し
つ
つ
も
、
今
後
、
日
本
国
内
の
賃
金
が
上
昇
し
た
場
合
に
機
械

が
導
入
さ
れ
る
点
を
指
摘
し
、「
学
校
等
ニ
於
テ
、
試
験
ノ
為
新
奇

ノ
機
械
ヲ
買
求
メ
置
キ
、
生
徒
ニ
教
授
シ
、
他
日
必
用
ノ
時
機
ニ
後

レ
ザ
ル
様
注
意
」
を
促
し
て
い
る
。「
機
械
織
」
と
「
手
織
」
い
ず
れ

に
も
技
術
的
対
応
が
速
や
か
に
行
な
わ
れ
る
準
備
を
促
し
た
、
丁
寧

な
忠
言
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

九
点
目
と
一
〇
点
目
で
は
、
羽
二
重
の
利
用
品
目
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
ま
ず
、
九
点
目
の
問
い
に
は
、
羽
二
重
を
は
じ
め
と
す
る
絹

織
物
で
、
流
行
を
追
う
必
要
の
な
い
使
わ
れ
方
と
し
て
、「
洋
服
ノ

裏
地
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
点
目
の
「
手
巾
」（
ハ
ン

カ
チ
ー
フ
）
は
、
一
般
的
に
麻
織
物
の
方
が
適
合
的
で
、
絹
織
物
で

は
限
界
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

「
取
調
要
項
」
は
以
上
で
あ
る
。
次
に
、
四
点
目
の
羽
二
重
改
良

案
を
中
心
に
練
ら
れ
た
「
考
案
」
の
三
点
を
検
討
し
よ
う
。
主
題
は
、

「
輸
出
組
合
ヲ
設
ル
事
」「
金
融
ノ
便
利
ヲ
付
ク
ル
事
」「
検
査
所
ヲ

設
ル
事
」
で
あ
る
。

ま
ず
、
羽
二
重
の
直
輸
出
を
目
的
に
す
る
以
上
、
輸
出
組
合
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
品
物
ノ
不
揃
ヲ
一
定
シ
見
本
ト
売
品
ト

ヲ
違
ヘ
ズ
、
契
約
期
限
ヲ
履
行
シ
、
信
用
ヲ
守
ル
等
」
を
実
現
さ
せ

る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
輸
出
側
が
契
約
を
履
行
し
、

取
引
相
手
と
な
る
商
人
側
に
不
払
い
な
ど
の
問
題
が
生
ず
る
危
惧
に

つ
い
て
は
、「
我
先
ツ
自
ラ
欺
ヒ
テ
彼
後
チ
ニ
侮
ル
ナ
リ
」
と
の
態

度
を
示
す
よ
う
杉
田
は
断
言
し
て
お
り
、「
東
洋
居
留
商
」
に
は
若

干
不
信
を
抱
く
点
を
漏
ら
し
て
い
る
も
の
の
、「
彼
内
地
ニ
於
ル
外

商
」
や
「
彼
本
国
商
人
」
な
ど
へ
は
、
杉
田
側
か
ら
信
頼
を
置
い
て

い
る
点
が
窺
え
る
。

次
に
、
金
融
面
で
の
対
策
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
「
為
荷
替
等
ノ

法
ア
ル
モ
、
多
ク
ハ
売
却
後
ノ
勘
定
ニ
シ
テ
入
金
ノ
遅
キ
事
」
に
焦

点
を
あ
て
、「
往
復
売
捌
時
間
凡
ソ
六
ヶ
月
以
上
八
ヶ
月
（
丈
夫
ニ

見
積
テ
一
年
）
以
内
位
ヲ
見
込
」
ん
だ
資
金
融
通
の
必
要
性
を
説
く
。

そ
の
基
盤
は
あ
く
ま
で
も
「
人
民
自
営
」
が
望
ま
し
い
が
、
当
面
は

「
国
家
ノ
力
ヲ
以
テ
低
利
貸
付
又
ハ
為
荷
替
其
他
適
当
助
成
」
し
、

「
直
輸
者
ヲ
奨
励
」
す
る
必
要
を
述
べ
て
い
る
。

最
後
に
、
検
査
所
設
置
の
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し



175

杉
田
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
不
揃
又
ハ
不
正
ノ
品
」
の
製
造
・

販
売
に
よ
っ
て
信
用
を
失
う
可
能
性
を
憂
慮
し
て
い
る
。
検
査
所
は

府
県
単
位
で
も
な
く
、
組
合
単
位
で
も
な
い
、「
国
家
ト
シ
テ
検
査

所
ヲ
設
ケ
輸
出
羽
二
重
ヲ
一
般
ニ
検
査
ス
ル
」
点
を
強
調
し
て
い
る
。

一
律
検
査
に
よ
る
輸
出
羽
二
重
の
統
一
性
を
杉
田
は
強
く
主
張
し
て

い
る
。

（
３
）
絹
織
物
商
人
と
の
問
答
の
検
討

英
国
商
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
杉
田
は
羽
二
重
以
外
の
日
本

産
絹
織
物
の
う
ち
、
英
国
で
「
流
行
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
先
導
か
ら
外

れ
た
も
の
」
を
尋
ね
て
お
り
、「
男
性
用
コ
ー
ト
裏
地
」
と
い
う
返
答

を
受
け
て
い
る
。
こ
の
裏
地
は
低
価
格
が
人
気
の
秘
密
だ
と
い
う
。

コ
ー
ト
で
あ
る
か
ら
、
裏
地
の
価
格
を
抑
え
つ
つ
、
付
加
価
値
を
英

国
側
で
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ー
ト
に
高
価
格
を
付
す
る
と
い

う
仕
組
み
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
英
国
に
お
け
る
羽
二
重
用
途
は
、
女

性
向
け
の
ド
レ
ス
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ケ
ー
プ
用
染
色
済
裏
地
な
ど
で

あ
る
と
も
商
人
は
答
え
て
い
る
。

次
に
、
興
味
深
い
の
は
、
以
下
の
問
答
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
が
ア
パ
レ
ル
産
業
か
ら
分
離
し
始
め
て
い
た
一
九
世
紀
末
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
、
ア
パ
レ
ル
産
業
が
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
と
の
大
き

（

）
５４

な
落
差
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
杉
田
の
問
い
は
「
日
本
製
絹

ハ
ン
カ
チ
ー
フ
の
品
質
が
改
善
さ
れ
た
場
合
、
価
格
が
比
例
的
に
上

昇
し
た
と
し
て
も
、
英
国
で
の
需
要
は
増
加
す
る
で
し
ょ
う
か
」
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
英
国
商
人
は
、「
品
質
の
問
題
よ
り
は
、
む
し

ろ
、
流
行
品
の
購
買
意
欲
を
そ
そ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
と
り
わ

け
、
デ
ザ
イ
ン
、
染
色
、
縁
の
種
類
等
が
非
常
に
斬
新
で
あ
る
こ
と

が
重
要
で
し
ょ
う
」
と
答
え
て
い
る
。

ハ
ン
カ
チ
ー
フ
の
製
造
に
あ
た
っ
て
、
英
国
商
人
は
「
品
質
の
問

題
」
で
な
く
、「
デ
ザ
イ
ン
、
染
色
、
縁
の
種
類
」
を
強
調
し
て
い
る
。

一
九
世
紀
末
の
ミ
シ
ン
は
、
既
に
本
縫
だ
け
で
な
く
、
環
縫
、
縁
縫
、

刺
繍
縫
な
ど
の
複
雑
な
縫
製
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
英
国
商
人
の
強
調
か
ら
は
、
彼
が
織
物
の
最
終
形
態
に
精
通
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
杉
田
は
、
視
察
草
稿

の
な
か
で
、「
耳
ガ
悪
シ
ク
且
筋
ア
リ
、
光
沢
ナ
ク
平
均
ナ
ラ
ズ
不

揃
」
と
い
う
点
を
羽
二
重
の
改
良
点
で
あ
る
と
考
え
た
が
、
こ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
品
質
改
善
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
。
英
国
商

人
が
と
り
わ
け
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
て
い
る
の
に
対
し
、
杉
田
の
方

は
あ
く
ま
で
も
製
造
面
に
注
目
し
て
い
る
。

ま
た
、
杉
田
は
、
英
国
で
日
本
製
絹
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
が
大
量
か
つ

廉
価
に
販
売
さ
れ
て
い
る
事
態
の
理
由
を
尋
ね
て
も
い
る
が
、
こ
れ

（

）
５５
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に
つ
い
て
英
国
商
人
は
、
供
給
過
多
に
よ
る
見
込
輸
入
に
よ
っ
て
製

品
を
仕
入
れ
、
そ
の
販
売
に
あ
た
っ
て
は
製
品
の
引
き
受
け
先
を
無

理
や
り
に
で
も
探
す
形
で
行
な
わ
れ
る
と
返
答
し
て
い
る
。
こ
の
英

国
商
人
の
着
想
か
ら
は
、
需
要
創
出
が
在
庫
処
分
と
い
う
物
的
要
因

を
持
っ
て
い
る
点
が
如
実
に
理
解
で
き
る
。

以
上
の
通
り
、
杉
田
の
視
察
に
お
け
る
最
重
要
な
着
眼
点
も
踏
ま

え
、
杉
田
の
輸
出
対
策
案
は
、
流
行
支
配
が
困
難
ゆ
え
精
製
品
よ
り

半
製
品
と
し
て
輸
出
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
リ
ヨ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
フ
ラ
ン
ス
諸
地
域
で
最
終
加
工
を
経
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
福
井
羽
二
重
の
品
質
を
考
慮
し
、
生
羽
二
重
よ
り
練

羽
二
重
に
販
売
力
が
あ
る
と
睨
ん
だ
こ
と
、
こ
の
二
点
が
輸
出
対
策

案
と
し
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
結
論
は
、
第

二
回
絹
織
物
視
察
に
あ
た
る
一
九
〇
〇
年
の
渡
欧
に
お
い
て
も
、
繰

り
返
し
強
調
さ
れ
た
事
柄
で
あ
っ
た
。

四

第
二
回
絹
織
物
視
察
─
機
械
化
へ
の
指
向
─

「
第
二
回
絹
織
物
視
察
」
は
、
一
九
〇
〇
年
六
月
か
ら
一
一
月
に

か
け
て
行
な
わ
れ
た
。
①
絹
織
物
工
場
見
学
、
②
編
機
・
ミ
シ
ン
や

パ
リ
万
博
カ
タ
ロ
グ
収
集
の
二
点
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
一
回
視
察
で
強
調
さ
れ
た
羽
二
重
輸
出
案
は
、
第
二
回
視
察
に
お

い
て
も
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、
織
機
の
機
械
化
に
関
心
の
比
重
は
大

き
く
シ
フ
ト
し
て
い
た
。
帰
国
後
ま
と
め
ら
れ
た
『
海
外
絹
織
物
調

査
報
告
』
に
よ
る
と
、
捺
染
を
経
ず
に
輸
出
す
る
点
な
ど
、
第
一
回

視
察
報
告
で
強
調
さ
れ
た
具
体
的
輸
出
案
を
論
じ
る
半
面
、
主
に
、

品
質
、
生
産
性
、
工
賃
と
い
っ
た
側
面
か
ら
、
欧
米
の
「
機
械
製
」

と
日
本
の
「
美
術
品
」
に
お
け
る
断
絶
を
憂
慮
し
て
い
る
。
こ
の
視

察
で
彼
が
集
め
た
諸
機
械
の
カ
タ
ロ
グ
は
多
種
に
わ
た
り
、
力
織
機

目
録
を
は
じ
め
、
編
機
や
ミ
シ
ン
な
ど
編
地
・
衣
料
製
造
部
門
向
け

機
械
の
目
録
を
も
持
ち
帰
っ
て
い
る
。

（
１
）
羽
二
重
検
査
委
員
会

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
杉
田
は
「
輸
出
組
合
ヲ
設
ル
事
」「
金
融
ノ

便
利
ヲ
付
ク
ル
事
」「
検
査
所
ヲ
設
ル
事
」
の
三
点
が
、
福
井
工
業
化
、

し
い
て
は
日
本
の
輸
出
向
絹
織
物
業
の
隆
盛
に
必
要
な
施
策
で
あ
る

と
考
え
た
。

と
く
に
、
福
井
の
輸
出
向
羽
二
重
の
活
況
が
日
本
の
そ
れ
を
牽
引

す
る
と
の
認
識
か
ら
、
輸
出
羽
二
重
検
査
の
本
格
的
な
導
入
の
必
要

性
を
杉
田
が
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
第
一
四
回
「
衆
議
院
委

員
会
会
議
録
」
の
う
ち
、「
一
〇
六

羽
二
重
検
査
費
国
庫
補
助
ニ

関
ス
ル
建
議
案
（
杉
田
定
一
君
外
七
名
提
出
）
委
員
会
会
議
録
」（
以

（

）
５６
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下
、
羽
二
重
検
査
委
員
会
と
略
す
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
当
委
員
会
は
、

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
二
月
九
日
に
衆
議
院
議
長
片
岡
健
吉
の

指
名
に
よ
り
、
朝
倉
親
為
、
浅
野
順
平
、
秋
山
元
蔵
、
杉
田
定
一
、

有
馬
要
介
、
上
條
謹
一
郎
、
三
田
村
甚
三
郎
、
鈴
木
惣
兵
衛
、
金
井

貢
の
九
名
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
り
、
後
日
、
委
員
長

に
杉
田
、
理
事
長
に
三
田
村
が
選
出
さ
れ
た
。
第
一
回
委
員
会
は
二

月
一
三
日
に
行
な
わ
れ
、
秋
山
元
蔵
を
除
く
八
名
で
審
議
が
な
さ
れ

た
。

①
第
一
回
委
員
会

委
員
長
杉
田
の
羽
二
重
検
査
所
設
置
に
向
け
た
理
由
を
検
討
し
よ

う
。
ま
ず
、
福
井
県
の
輸
出
向
け
絹
織
物
業
の
成
長
と
羽
二
重
検
査

所
設
置
の
流
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、「
福
井
県
絹

織
物
業
カ
近
年
頓
ニ
長
足
ノ
進
歩
ヲ
為
シ
、
其
ノ
産
絹
ノ
如
キ
一
躍

シ
テ
海
外
貿
易
ノ
主
要
品
タ
ル
位
置
ヲ
占
メ
、
其
ノ
盛
衰
ハ
直
ニ
国

家
経
済
ノ
消
長
ニ
影
響
ヲ
及
ホ
ス
ニ
至
リ
シ
ハ
、
蓋
全
ク
明
治
二
十

四
年
福
井
県
絹
織
物
同
業
組
合
ニ
於
テ
羽
二
重
検
査
所
ヲ
設
ケ
以
テ

産
絹
検
査
ノ
方
法
ヲ
励
行
シ
、
粗
製
濫
造
ノ
弊
ヲ
途
絶
シ
信
ヲ
外
商

ニ
博
シ
タ
ル
」。
そ
し
て
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
以
後
前
年
度

（
九
九
年
）
ま
で
の
間
に
、
一
〇
倍
の
産
額
を
み
た
と
い
う
。
し
か
し
、

検
査
費
も
ま
た
数
倍
に
い
た
り
、
福
井
県
絹
織
物
同
業
組
合
だ
け
で

（

）
５７

は
検
査
費
の
出
費
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
ま
た
、
輸
出
向
羽
二

重
の
産
額
は
、
一
地
方
の
も
の
と
は
い
え
全
国
に
占
め
る
比
重
が
高

い
た
め
、
国
庫
に
お
い
て
相
当
の
補
助
を
与
え
る
の
が
急
務
で
あ
る

と
い
う
の
が
杉
田
の
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
発
言
に
対
し
、
委
員
の
一

人
で
あ
る
有
馬
要
介
は
、
現
段
階
で
存
在
す
る
検
査
所
の
個
数
を
質

問
し
て
い
る
。
杉
田
の
答
弁
に
よ
る
と
、「
福
井
市
ニ
検
査
本
所
ア

リ
テ
各
郡
ニ
派
出
所
九
箇
所
ア
リ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

検
査
所
費
用
の
金
額
と
調
達
方
法
に
関
す
る
鈴
木
惣
兵
衛
の
質
問
に

対
し
て
は
、
費
用
は
一
万
四
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
三
〇

〇
〇
円
が
福
井
県
の
補
助
、
残
り
の
一
万
一
〇
〇
〇
円
が
組
合
の
支

出
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
金
額
に
対
す
る
杉
田
の
判
断
は
、「
之
ノ

ミ
ニ
テ
ハ
到
底
充
分
ノ
検
査
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
、
即
チ
検
査
ヲ
正

確
ニ
励
行
ス
ル
ニ
ハ
現
今
ノ
検
査
所
ヲ
拡
張
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
浅
野
順
平
は
、「
検
査
費

ノ
国
庫
補
助
ハ
豈
ニ
福
井
県
ノ
ミ
ニ
止
マ
ラ
ム
ヤ
羽
二
重
製
造
所
何

レ
モ
等
シ
ク
補
助
ス
ル
様
願
ヒ
タ
シ
」
と
補
足
し
、
鈴
木
が
政
府
調

査
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
と
結
ん
で
当
日
の
委
員
会
は
閉
会
し
た
。

②
第
二
回
委
員
会

翌
二
月
一
四
日
、
第
二
回
委
員
会
が
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
杉

田
定
一
、
三
田
村
甚
三
郎
、
金
井
貢
、
浅
野
順
平
、
鈴
木
惣
兵
衛
の

（

）
５８

（

）
５９

（

）
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五
名
に
、
政
府
委
員
と
し
て
藤
田
四
郎
も
参
加
し
た
。
藤
田
は
農
商

務
次
官
を
務
め
た
人
物
で
、
杉
田
と
は
書
簡
の
や
り
取
り
が
頻
繁
で

あ
り
、
当
委
員
会
の
後
、
両
者
が
ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
に
現
地
で
落
ち

合
う
な
ど
、
交
流
が
活
発
で
あ
っ
た
。

こ
の
委
員
会
で
藤
田
は
政
府
側
の
意
見
を
述
べ
る
た
め
に
出
席
し

た
。
藤
田
の
述
べ
た
の
は
、
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
国
庫
補
助
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
全
国
の
う
ち
福
井
県
内
の

検
査
所
の
み
を
優
遇
す
る
の
は
穏
当
で
は
な
い
、
と
い
う
指
摘
が
一

点
目
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
単
に
検
査
費
と
し
て
国
庫
補
助
を
要
求

す
る
の
は
「
不
穏
ノ
感
ア
リ
、
仍
テ
検
査
費
並
ニ
販
路
拡
張
費
ト
為

サ
ル
レ
バ
可
ナ
ル
ヘ
シ
ト
信
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
答

弁
に
対
し
、
金
井
は
、
政
府
が
ど
の
程
度
ま
で
補
助
す
る
意
向
か
と

問
い
、
藤
田
は
「
各
所
ニ
於
テ
自
給
シ
得
ル
ニ
至
ル
迄
之
ヲ
補
助
ス

ル
ノ
必
要
ア
リ
ト
信
ス
」
と
い
う
形
で
、
積
極
的
な
国
庫
補
助
の
意

向
を
窺
わ
せ
た
。
上
記
の
よ
う
な
経
緯
で
両
日
に
わ
た
っ
て
審
議
さ

れ
た
国
庫
補
助
に
関
す
る
議
論
は
、「
販
路
拡
張
モ
亦
目
下
ノ
急
務
」

で
あ
り
、「
他
ノ
地
方
ト
雖
モ
政
府
ニ
於
テ
必
要
ト
認
ム
ル
場
合
ニ

ハ
同
様
ノ
処
置
」
を
望
む
と
い
う
形
で
加
筆
・
修
正
が
施
さ
れ
、
散

会
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

③
羽
二
重
検
査
所
設
置
に
関
す
る
杉
田
の
意
図

（

）
６１

杉
田
が
羽
二
重
検
査
所
設
置
を
政
府
へ
要
求
し
た
の
は
、
ひ
と
え

に
粗
製
濫
造
防
止
を
目
指
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
羽
二
重
に

お
け
る
粗
製
濫
造
の
防
止
は
、
大
量
生
産
化
に
お
け
る
均
質
な
製
品

を
保
証
す
る
目
的
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
第
一
回
委
員
会
に
お
い
て
、

杉
田
が
「
粗
製
濫
造
ノ
弊
ヲ
途
絶
シ
信
ヲ
外
商
ニ
博
シ
タ
ル
」
と
述

べ
た
こ
と
は
、
第
三
章（
２
）で
確
認
し
た
と
お
り
、「
不
揃
」
で
あ
る

と
同
時
に
、「
見
本
ト
品
物
ト
相
違
ス
ル
」
と
い
う
ズ
レ
が
懸
念
さ

れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。「
信
ヲ
外
商
ニ
博
」
す
と
い
う
意
味
は
、

ま
ず
も
っ
て
、
外
商
に
「
見
本
と
異
な
る
」
と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
付

く
こ
と
を
嫌
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
製
品
間
の
均
質
性
は
、

見
本
と
製
品
間
の
均
質
性
が
保
証
さ
れ
た
後
に
成
立
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
決
し
て
逆
で
は
な
い
。
羽
二
重
検
査
所
設
置
要
求
に
は
、

こ
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
。

（
２
）
「
海
外
絹
織
物
調
査
報
告
」
の
検
討

さ
て
、
羽
二
重
検
査
委
員
会
開
催
の
四
ヶ
月
後
、
一
九
〇
〇
年
六

月
か
ら
、
杉
田
は
、
農
商
務
省
と
福
井
県
絹
織
物
組
合
か
ら
嘱
託
を

受
け
、
パ
リ
万
博
に
お
け
る
絹
織
物
調
査
を
主
目
的
に
し
た
第
二
回

絹
織
物
視
察
に
赴
い
た
。
福
井
な
い
し
は
日
本
の
絹
織
物
業
に
対
す

る
杉
田
の
大
ま
か
な
見
解
は
、
既
に
第
一
回
の
視
察
で
出
て
い
る
の
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で
、
こ
こ
で
は
、
第
二
回
視
察
の
報
告
内
容
と
し
て
集
約
さ
れ
た

「
海
外
絹
織
物
調
査
報
告
」
に
限
定
し
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
視
察
道
程
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
（
明
治

三
三
）
年
六
月
三
〇
日
に
横
浜
を
出
帆
し
、
イ
ン
ド
洋
経
由
で
フ
ラ

ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
到
着
し
、
リ
ヨ
ン
機
業
地
へ
立
ち
寄
っ
た
後

に
パ
リ
万
博
を
見
学
し
た
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
、
さ
ら
に
米
国
パ
タ
ー
ソ
ン
機
業
地
を

視
察
し
た
後
、
太
平
洋
を
経
て
同
年
一
一
月
二
三
日
に
横
浜
港
へ
帰

着
し
た
。

帰
国
後
に
記
さ
れ
た
「
海
外
絹
織
物
調
査
報
告
」
の
う
ち
、「
列
国

絹
織
物
」
の
項
目
で
は
、
ス
イ
ス
の
純
絹
タ
フ
タ
、
ド
イ
ツ
の
紡
績

絹
の
無
地
ビ
ロ
ー
ド
、
イ
タ
リ
ア
の
繻
子
な
ど
を
念
頭
に
、
こ
れ
ま

で
の
各
国
織
物
業
は
、「
自
国
ノ
特
有
ノ
長
所
ニ
向
カ
ツ
テ
力
ヲ
用

ヒ
、
不
可
能
ノ
短
所
ハ
他
国
ニ
譲
リ
各
国
分
業
的
ナ
リ
シ
」
状
況
を

指
摘
し
、
現
在
は
、「
形
勢
一
変
自
国
ノ
短
所
ト
雖
モ
力
ノ
及
ブ
限

リ
之
ヲ
製
作
シ
、
自
国
ノ
需
用
ハ
自
国
ノ
品
物
ニ
テ
供
給
シ
以
テ
他

国
ノ
輸
入
ヲ
防
グ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
進
ン
デ
輸
出
ヲ
競
フ
ニ
至
ル
。
是

レ
各
国
分
業
ノ
時
代
ヨ
リ
一
躍
シ
テ
列
国
競
争
ノ
区
域
ニ
進
入
セ
ル

ナ
リ
」
段
階
に
入
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
各
国
分
業
か
ら
列
国
競

争
へ
の
状
況
変
化
は
、
国
内
需
要
を
国
産
で
賄
う
こ
と
で
輸
入
防
止

（

）
６２

を
目
指
し
、
生
産
超
過
分
を
率
先
し
て
輸
出
攻
勢
に
か
け
る
と
い
う

内
容
を
も
つ
と
杉
田
は
つ
か
ん
だ
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
各
国
産
の

絹
織
物
が
「
趣
考
意
匠
色
合
綾
取
等
」
が
均
一
に
至
っ
た
と
導
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
種
々
の
絹
織
物
の
価
格
低
下
が
生
じ
た
た
め
、
需

要
層
が
「
貴
族
的
」（
上
流
社
会
）
か
ら
「
平
民
的
」
へ
移
行
し
た
と

み
る
。

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
前
回
の
視
察
で
は
絹
織
物
市
場
に
お

け
る
羽
二
重
の
競
合
相
手
が
中
国
製
ポ
ン
ヂ
エ
を
除
き
ほ
ぼ
存
在
し

な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
羽
二
重
の
世
界
的
優
位
性
を
確
認
し
た
点
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
羽
二
重
の
類
似
品
が
出
回
っ
て
お
り
、

「
絹
糸
紡
績
交
」
や
「
絹
綿
交
」
が
リ
ヨ
ン
近
辺
や
米
国
パ
タ
ー
ソ
ン

で
横
行
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
念
頭
に
、
杉
田
は
、
日
本
の
手
製
羽
二
重
に

対
し
、「
羽
二
重
製
造
機
械
」
を
用
い
た
欧
米
機
械
製
羽
二
重
の
生

産
性
比
較
を
行
な
っ
て
い
る
。
簡
単
に
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
ま
ず
、
五
〇
碼
一
匹
の
製
織
に
、「
日
本
手
製
羽
二
重
」
で
は

平
均
七
日
、「
欧
米
機
械
製
羽
二
重
」
で
は
平
均
二
日
で
あ
る
。
前

者
に
対
し
後
者
は
三
・
五
倍
の
効
率
を
有
す
。
そ
の
上
で
、「
手
製
」

は
一
人
一
台
を
工
女
が
監
督
す
る
が
、「
機
械
製
」
は
一
人
二
台
な

い
し
四
台
を
監
督
す
る
か
ら
、「
機
械
ハ
一
人
ニ
シ
テ
凡
ソ
日
本
ノ



180

十
四
人
ニ
代
ハ
ル
ナ
リ
」
と
い
う
結
論
が
出
る
。
す
な
わ
ち
、「
機

×

械
製
」
は
「
手
製
」
に
対
し
、〔
三
・
五
倍

四
台
＝
一
四
倍
〕
と
い

う
生
産
性
が
算
出
さ
れ
る
。
他
に
も
杉
田
は
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
の
生
産

性
比
較
も
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ヨ
ン
製
「
ポ
ン
ヂ
エ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
前
回
の
視
察

で
中
国
製
ポ
ン
ヂ
エ
を
羽
二
重
唯
一
の
ラ
イ
バ
ル
品
と
杉
田
が
指
摘

し
て
い
た
も
の
の
、「
ポ
ン
ヂ
エ
」
ま
で
も
が
リ
ヨ
ン
で
生
産
さ
れ

る
事
態
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
各
国
分
業
か
ら
列
国
競
争
へ
の
変
化

を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
先
述
し
た
欧
米
機
械
製
羽
二
重
の
登
場
も

含
め
、
品
目
名
と
生
産
地
が
一
体
化
し
た
特
産
品
の
理
解
は
、
一
九

世
紀
末
の
時
点
で
既
に
不
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、「
従
来
米
国
ハ
佛
国
ヲ
仰
ギ
シ
モ
近
来

ニ
至
ツ
テ
其
術
大
ヒ
ニ
進
歩
シ
今
也
殆
ン
ド
佛
国
ヲ
俟
タ
ザ
ル
ニ
至

リ
タ
リ
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
米
国
に
お
け
る
捺
染
整
理
技

術
の
向
上
で
あ
る
。
世
界
市
場
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
本
領
の
一

部
で
あ
る
染
色
・
整
理
部
門
の
絶
対
的
地
位
が
下
落
し
て
い
く
事
態

を
杉
田
は
目
の
当
た
り
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
杉
田
は
、
捺

染
機
や
整
理
機
に
つ
い
て
、
米
国
パ
タ
ー
ソ
ン
の
「
イ
ー
ス
ト
サ
イ

ド
プ
リ
ン
ト
イ
ン
グ
エ
ン
ド
ダ
イ
ン
グ
会
社
」
と
リ
ヨ
ン
の
「
ガ
ル

ニ
エ
会
社
」
の
見
学
を
行
な
い
、
四
年
前
の
第
一
回
視
察
で
み
た
織

物
関
連
機
械
に
比
べ
性
能
的
に
一
層
向
上
し
て
い
る
点
に
驚
嘆
し
、

日
本
の
現
状
と
比
較
し
た
う
え
で
「
依
然
旧
態
ニ
安
ン
ズ
ル
ハ
豈
長

大
息
ノ
至
リ
ナ
ラ
ズ
ヤ
」
と
記
し
て
い
る
。
機
械
織
と
手
織
と
の
比

較
は
、「
日
本
絹
織
物
」
の
項
目
に
お
い
て
は
、「
商
売
品
」
と
「
美

術
品
」
と
い
う
二
分
法
と
し
て
換
言
さ
れ
て
い
る
。「
欧
米
各
国
」

の
絹
織
物
が
実
用
的
で
あ
る
の
に
対
し
、「
日
本
品
ハ
美
術
的
」
と

い
う
結
論
で
あ
る
。

機
械
製
織
物
の
重
要
性
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
た
杉

田
は
、
続
く
「
日
本
機
業
家
ノ
覚
悟
」
と
い
う
項
目
で
、「
商
売
品
」

な
い
し
は
「
実
用
品
」
の
製
織
を
強
調
す
る
。「
名
誉
固
ヨ
リ
欠
ク

ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
目
的
ハ
利
益
ニ
在
リ
、
果
シ
テ
然
ル
将
来
、
我
日
本

ノ
絹
織
物
タ
ル
ヤ
美
術
品
ヲ
製
シ
名
誉
ヲ
博
ス
ル
ニ
重
ヲ
置
ク
ヨ
リ

ハ
、
寧
ロ
実
用
品
ヲ
製
シ
利
益
ヲ
得
ル
ヲ
主
眼
ト
ス
ル
ニ
在
リ
。
約

言
ス
レ
バ
、
高
ク
シ
テ
少
シ
ク
売
レ
ル
物
ヲ
製
ス
ル
ヨ
リ
、
成
ル
ベ

ク
安
ク
シ
テ
多
ク
売
レ
ル
物
ヲ
作
ル
ニ
在
リ
」。
以
上
の
と
お
り
、

杉
田
は
機
械
製
織
物
へ
の
転
換
を
強
調
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
機
械
化

に
む
け
て
は
、
第
一
回
視
察
で
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
模
範
工
場
設
置

の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
模
範
工
場
へ
各
種
の
機
械
導
入
と
外

国
教
師
雇
用
に
よ
っ
て
「
生
徒
」
を
養
成
す
る
目
的
で
あ
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
段
階
に
入
っ
て
い
た
一
九
世
紀
末
と
い
う
限
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界
は
あ
る
も
の
の
、
杉
田
の
海
外
視
察
を
端
的
に
評
価
す
れ
ば
、
以

下
に
尽
き
る
。
す
な
わ
ち
、
他
国
で
の
絹
織
物
業
視
察
と
い
う
産
業

的
才
覚
が
必
要
と
さ
れ
る
局
面
に
お
い
て
、
自
由
民
権
運
動
に
代
表

さ
れ
る
政
治
家
と
し
て
の
杉
田
が
、
絹
織
物
商
人
と
の
や
り
取
り
や

工
場
見
学
な
ど
を
つ
う
じ
、
絹
織
物
の
輸
出
策
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、

調
査
対
象
に
即
し
た
思
考
を
十
二
分
に
発
揮
し
た
点
で
あ
る
。

お
わ
り
に

羽
二
重
産
業
に
お
け
る
力
織
機
化
は
、
二
〇
世
紀
の
幕
開
け
と
と

も
に
本
格
化
し
た
。
関
税
に
よ
る
課
税
（
一
八
九
七
年
の
ア
メ
リ
カ
と

一
九
〇
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
）
と
、
日
露
戦
争
に
よ
る
国
内
物
価
の
高
騰

が
要
因
と
な
り
、
軽
目
の
羽
二
重
生
産
が
流
行
し
た
た
め
で
あ
る
。

さ
て
、
一
九
世
紀
末
に
は
既
に
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
の
市
場
圏
域
に

日
本
が
編
入
さ
れ
て
い
た
点
は
、
杉
田
の
海
外
視
察
の
史
料
群
か
ら

理
解
で
き
る
。
英
国
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
衰
退
が
日
本
の
羽
二

重
輸
出
に
好
条
件
を
与
え
た
点
か
ら
は
、
他
地
域
に
お
け
る
産
業
の

衰
退
や
成
功
が
、
別
の
地
域
に
お
け
る
成
功
や
衰
退
と
連
動
す
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
。
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
福
井
県
へ
の
中
心

工
業
地
交
替
は
、
衰
退
と
新
興
と
の
結
節
点
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期

に
進
行
し
た
日
英
同
盟
締
結
に
照
ら
し
た
場
合
に
大
英
帝
国
の
衰
退

（

）
６３

と
大
日
本
帝
国
の
新
興
と
い
う
大
局
的
な
視
野
で
捉
え
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。

日
本
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
杉
田
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の

織
機
会
社
カ
タ
ロ
グ
を
積
極
的
に
取
寄
せ
た
点
か
ら
は
、
企
業
が
別

の
民
間
企
業
を
顧
客
と
す
る
企
業
間
取
引
（
Ｂ

Ｂ
）
だ
け
で
な

to

く
、
国
家
そ
の
も
の
も
顧
客
と
す
る
事
態
（
準
え
れ
ば
Ｂ

Ｎ
）
が

to

確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
杉
田
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
の

時
点
で
、
各
国
分
業
に
よ
る
品
質
や
品
名
の
独
自
性
は
も
は
や
存
在

せ
ず
、
品
質
差
も
品
名
も
非
常
に
限
定
的
な
種
類
に
止
ま
る
広
域
市

場
が
形
成
さ
れ
始
め
て
い
た
。

杉
田
の
視
察
報
告
か
ら
読
み
取
り
う
る
高
賃
金
諸
国
か
ら
低
賃
金

諸
国
へ
の
機
械
化
や
工
業
化
の
拡
大
・
移
動
は
、「
欧
米
」
諸
国
外

に
お
け
る
最
初
の
資
本
主
義
国
と
な
っ
た
日
本
を
舞
台
に
、
彼
の
三

度
の
視
察
期
に
合
わ
さ
っ
た
形
で
進
行
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

杉
田
の
三
度
に
わ
た
る
視
察
は
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
機

械
化
す
る
転
換
期
に
重
な
っ
て
い
た
。
織
機
の
場
合
、
手
織
機
の
一

つ
で
あ
る
大
和
機
に
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
イ
の
発
明
に
よ
る
飛
び
杼
機
能

を
備
え
た
バ
ッ
タ
ン
を
装
備
で
き
た
一
九
世
紀
中
期
日
本
の
状
況
と

は
異
な
り
、
高
度
に
自
動
化
さ
れ
た
鉄
製
織
機
（
い
わ
ゆ
る
力
織
機
）

の
時
代
を
迎
え
て
い
た
杉
田
の
活
躍
期
に
お
い
て
、
彼
は
、
従
来
の

（

）
６４
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織
物
業
・
染
織
業
の
輸
出
活
性
化
を
願
う
半
面
で
、
産
業
諸
部
門
の

生
産
手
段
自
体
を
総
入
れ
替
え
す
る
必
要
性
、
換
言
す
れ
ば
、
全
面

的
機
械
化
を
痛
感
し
た
。
第
二
章
「（
１
）杉
田
に
み
る
中
国
観
・
欧

米
観
の
差
異
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
杉
田
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て

い
た
二
分
法
的
結
論
が
、「
欧
米
化
」
と
い
う
形
を
と
り
、
機
械
化
の

必
要
性
と
い
う
結
論
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

絹
織
物
業
を
通
じ
て
彼
が
触
れ
た
西
洋
文
明
と
は
、
西
洋
出
自
の

生
産
財
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
利
用
し
た
列
国
競
争
の
世
界
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
展
開
が
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
表

１
の
う
ち
、「（
ｂ
）第
２
回
絹
織
物
視
察
」
で
み
ら
れ
た
種
々
の
繊

維
機
械
、
と
り
わ
け
、
織
機
・
編
機
・
ミ
シ
ン
は
、
そ
の
従
順
な
導

入
主
体
の
登
場
を
今
や
今
や
と
待
ち
構
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
依
頼
原
稿
）

（
１
）
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
編
『
杉
田
定
一
関
係
文
書

目
録
』（
大
阪
経
済
大
学
図
書
館
発
行
、
二
〇
〇
七
年
、
以
下
、
単

に
「
文
書
」
と
略
す
）、
整
理
番
号
「
二
八
─
一
四
三
─
七
─
八
」。

以
下
、
本
稿
に
掲
げ
る
史
料
番
号
は
上
記
目
録
の
整
理
番
号
に
拠

る
。

（
２
）

K
arlM

arx,“D
as
K
apital”,K

arlM
arx
-Friedrich

E
ngels

W
erke,B

d.23,D
ietz
V
erlag,1962,S.497.

（
３
）
資
本
制
の
本
質
、
な
い
し
は
資
本
の
本
質
と
い
う
方
が
妥
当
か

（

）
６５

と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
工
業
組
織
の
本
質
で
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
筆
者
は
、
ミ
シ
ン
と
い
う
裁
縫
機
械
の
も
つ
小
型
ゆ
え

の
可
動
性
に
着
目
し
、
生
産
体
制
や
生
産
組
織
に
関
す
る
再
検
討

か
ら
資
本
制
の
特
徴
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
岩
本
真
一
「
一
九
世

紀
後
半
～
二
〇
世
紀
前
半
の
日
本
に
お
け
る
ミ
シ
ン
普
及
の
趨
勢

と
経
路
─
マ
ル
ク
ス
の
ミ
シ
ン
論
に
触
れ
て
─
」（『
経
済
史
研

究
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
４
）
角
山
幸
洋
「
日
本
の
織
機
」（
永
原
慶
二
他
編
『
講
座
・
日
本
技

術
の
社
会
史

紡
織
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
の

こ
と
。

（
５
）
註
１
参
照
。

（
６
）
「
文
書
」
三
四
─
七
五
。

（
７
）
「
文
書
」
二
六
─
二
六
。
当
論
に
は
執
筆
年
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
叙
述
に
は
、「
近
頃
彼
ノ
安
南
ハ
仏
ノ
為
メ
ニ
破
砕
セ

ラ
レ
遂
ニ
城
下
ノ
盟
ヲ
為
シ
テ
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
支
那
又
殆
ン

ド
仏
ト
一
大
戦
ヲ
開
カ
ン
ト
ノ
殺
気
黯
憺
東
洋
ノ
天
ニ
迫
リ
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
ア
ル
マ
ン
条
約
締
結
（
八
三
年
）

以
後
、
清
仏
戦
争
勃
発
（
八
四
年
）
ま
で
に
記
さ
れ
た
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。

（
８
）
「
文
書
」
七
─
一
〇
─
二
。

（
９
）
杉
田
が
一
八
八
〇
年
代
に
記
し
た
「
電
気
燈
」
は
、
既
に
ロ
ン

ド
ン
で
実
用
化
さ
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
、
ガ
ス
燈
で
は
な
く
電

気
燈
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
ベ

ル
リ
ン
の
石
油
燈
、
パ
リ
の
ガ
ス
燈
、
ロ
ン
ド
ン
の
電
気
燈
の
登

場
と
趨
勢
、
繁
華
街
の
夜
景
、
種
々
の
街
燈
が
電
気
燈
へ
と
収
斂
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さ
れ
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
レ
ー
ア
『
大

都
会
の
夜
─
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ベ
ル
リ
ン

夜
の
文
化
史
─
』

（
平
田
達
治
・
近
藤
直
美
・
我
田
広
之
訳
、
鳥
影
社
ロ
ゴ
ス
企
画

部
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
や
街

燈
の
登
場
に
よ
っ
て
、
夜
に
月
や
星
空
を
見
る
習
慣
が
減
少
し
、

人
間
が
宇
宙
の
一
環
か
ら
外
れ
一
つ
の
疎
外
状
況
に
陥
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
パ
リ
─
十
九
世
紀

の
首
都
─
」（『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
著
作
集
六

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
』
川
村

二
郎
・
野
村
修
編
集
解
説
、
晶
文
社
、
一
九
七
五
年
）
を
参
照
の

こ
と
。

（

）
中
国
に
と
っ
て
日
本
が
東
洋
で
あ
る
と
の
杉
田
の
指
摘
は
重
要

１０
で
あ
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
日
中
戦
争
期
に
か
け
て
単
に
「
鬼

子
」
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
「
西
洋
鬼
子
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
日
本
人
が
「
東
洋
鬼
子
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
に
、
日
本
に
と
っ
て
中
国
が
「
東
洋
」
概
念
に
組
み
込
ま
れ

る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
中
国
に
と
っ
て
日
本
が
東
洋
な
の
で
あ

る
。
な
お
、
二
〇
世
紀
前
半
の
中
国
に
写
っ
た
日
本
像
に
つ
い
て

は
、
武
田
雅
哉
『「
鬼
子
」
た
ち
の
肖
像
─
中
国
人
が
描
い
た
日
本

人
─
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（

）
銭
国
紅
『
日
本
と
中
国
に
お
け
る
「
西
洋
」
の
発
見
─
一
九
世

１１
紀
日
中
知
識
人
の
世
界
像
の
形
成
─
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇

四
年
）。

（

）
劉
建
輝
『
魔
都
上
海
─
日
本
知
識
人
の
「
近
代
」
体
験
─
』（
講

１２
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
五
頁
）。

（

）
閻
立
「
清
朝
同
治
年
間
に
お
け
る
幕
末
期
日
本
の
位
置
づ
け
─

１３

幕
府
の
上
海
派
遣
を
中
心
と
し
て
─
」（『
大
阪
経
大
論
集
』
第
五

九
巻
一
号
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）。

（

）
メ
ル
シ
エ
『
十
八
世
紀
パ
リ
生
活
誌
─
タ
ブ
ロ
ー
・
ド
・
パ
リ

１４
─
』
上
・
下
、
原
宏
編
訳
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）。

（

）
パ
リ
改
造
の
前
後
に
み
ら
れ
た
喪
失
と
創
成
に
つ
い
て
は
、

１５
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（

）
こ
の
点
、
杉
田
が
清
国
で
向
け
て
い
た
視
線
は
、
ト
ッ
プ
・
ブ

１６
ラ
ン
ド
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
最
先
端
と
い
う
先
入
観
を
頼
り
に
パ
リ

へ
向
か
い
、
繁
華
街
を
遊
歩
す
る
間
に
、
汚
物
都
市
パ
リ
の
名
残

に
直
面
し
て
言
葉
を
失
う
日
本
人
消
費
者
の
視
線
に
似
て
い
る
。

今
年
開
催
さ
れ
た
北
京
五
輪
の
場
合
で
は
逆
の
感
想
が
増
加
す
る
。

す
な
わ
ち
、
ゴ
ミ
が
あ
ま
り
落
ち
て
な
く
屋
台
や
物
売
り
も
な

か
っ
た
、
交
通
も
規
制
さ
れ
て
い
て
上
海
の
よ
う
な
渋
滞
も
な

か
っ
た
と
い
っ
た
類
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
パ
リ
＝
清
潔
＝
文
明
、

北
京
＝
不
潔
＝
野
蛮
と
い
っ
た
、
欧
米
中
心
史
観
の
う
ち
で
も
最

も
短
絡
的
な
部
類
に
入
る
印
象
・
先
入
観
で
あ
る
。

（

）
「
文
書
」
一
六
─
一
一
。

１７
（

）
杉
田
が
北
京
に
赴
い
た
要
因
に
つ
い
て
、
本
文
で
記
し
た
点
以

１８
外
は
現
段
階
で
確
認
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
清
国
に
渡
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
は
、
参
照
し
た
杉
田
文
書
以
外
に
、
雑
賀
博
愛
『
杉

田
鶉
山
翁
』（
鶉
山
会
、
一
九
二
八
年
）
が
明
瞭
に
記
し
て
い
る
。

雑
賀
は
「
未
開
未
拓
の
亜
細
亜
」（
同
書
、
五
六
九
頁
）
に
対
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
軍
事
的
侵
略
（「
海
国
主
義
」
同
頁
）
と
「
経

済
的
侵
略
」（
五
七
〇
頁
）
へ
の
危
機
感
か
ら
、
清
国
視
察
の
必
要

性
が
生
じ
た
と
要
約
し
て
い
る
。
同
書
は
杉
田
の
清
国
滞
在
状
況



184

に
つ
い
て
も
理
解
し
や
す
い
。

（

）
「
文
書
」
七
─
一
〇
─
二
。

１９
（

）
小
川
直
美
「
大
陸
の
幻
想
─『
支
那
在
留
日
本
人
小
学
生

綴

２０
方
現
地
報
告
』
か
ら
─
」（『
大
阪
経
大
論
集
』
第
五
八
巻
七
号
、

二
〇
〇
八
年
三
月
）。

（

）
父
の
仙
十
郎
が
地
元
仏
教
勢
力
と
決
別
し
た
こ
と
を
背
景
に
、

２１
杉
田
定
一
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
親
近
性
を
有
し
た
（
家
近
良
樹

「
あ
る
豪
農
親
子
の
近
代
─
杉
田
仙
十
郎
・
定
一
夫
婦
の
場
合
─
」

（
日
本
歴
史
学
会
編
『
日
本
歴
史
』
七
二
二
号
、
二
〇
〇
八
年
七

月
）。
杉
田
に
お
け
る
二
分
法
的
な
認
識
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に

も
関
わ
る
。
な
お
、
杉
田
が
『
遊
清
雑
唫
』（「
文
書
」
七
─
一
〇

─
二
）
等
で
月
夜
に
つ
い
て
詩
を
何
度
か
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

人
間
や
街
路
を
写
さ
な
い
視
線
に
と
っ
て
中
国
は
、
後
の
二
〇
世

紀
に
お
い
て
も
絶
景
を
約
束
さ
せ
る
場
所
で
あ
り
続
け
た
が
、
他

方
で
、
人
間
や
街
路
を
写
す
場
合
、
日
本
か
ら
の
渡
航
者
た
ち
は
、

小
川
直
美
（
前
掲
論
文
）
の
指
摘
す
る
よ
う
な
先
入
観
を
無
意
識

に
表
明
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
く
。

（

）
こ
の
項
目
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
、G

eorge
Longden,

２２

“Life
and

Labour
in
V
ictorian

M
acclesfield”,

N
eil

R
ichardson,

1983.
Louanne

C
ollins

&
M
oira

Stevenson,
“Silk,

Sarsanets,
Satins,

Steels
and

Stripes”,
M
acclesfield

M
useum

s
T
rust,1994.Louanne

C
ollins,“M

acclesfield
Silk

M
useum

s
-A
t
Look

at
the

C
ollections”,

M
acclesfield

M
useum

s
T
rast,

2000.
D
orothy

B
entley

sm
ith,

“Past
T
im
es
of
M
acclesfield”,

V
olum

e
II,
Landm

ark
Publishing

Ltd,2005.

の
四
点
を
参
照
し
た
。

（

）
Ｔ
・
Ｓ
・
ア
シ
ュ
ト
ン
、
中
川
敬
一
郎
訳
『
産
業
革
命
』（
岩
波

２３
書
店
、
一
九
七
三
年
）
四
一
頁
。

（

）
同
右
。
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
養
蚕
→
製
糸
業
→
絹
織
物

２４
業
と
い
う
展
開
を
み
せ
て
い
る
た
め
、
厳
密
に
は
「
絹
業
」
と
区

分
し
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
る
。

（

）
武
居
良
明
「
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
絹
工
業
─
貿
易
自

２５
由
化
と
地
場
産
業
─
」（『
社
会
経
済
史
学
』
第
五
二
巻
四
号
、
一

九
八
六
年
一
〇
月
）。

（

）
以
後
の
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
概
要
を
記
す
と
、
以
下
の
通

２６
り
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
製
糸
・
絹
織
物
メ
ー
カ
ー
が

人
造
絹
糸
の
試
作
段
階
に
入
る
と
同
時
に
、
マ
ク
ル
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
の
諸
工
場
は
、
新
た
な
プ
ロ
セ
ス
や
技
術
に
革
新
的
・
適
合
的

な
体
質
へ
転
換
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
当
地
の
諸
工
場
は

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
用
の
絹
織
物
を
製
織
す
る
な
ど
、
軍
需
産
業
に
着

手
し
た
。
二
〇
世
紀
後
半
の
五
〇
年
間
も
当
該
産
業
は
衰
退
を
続

け
、
外
国
製
造
会
社
に
匹
敵
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
況
に
あ
る
。

今
日
で
は
ご
く
少
数
の
工
場
が
、
紡
績
、
染
色
、
製
織
、
捺
染

（
プ
リ
ン
ト
）、
刺
繍
な
ど
に
従
事
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

（

）
武
居
良
明
、
前
掲
論
文
。

２７
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
二
八
。

２８
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
四
三
─
七
─
五
。

２９
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
四
三
─
七
─
八
。

３０
（

）
他
に
も
、
ロ
ン
ド
ン
通
信
各
号
・
原
稿
で
は
、
杉
田
の
日
記
や

３１
思
索
が
具
体
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。「
文
書
」
三
三
─
四
五
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な
ど
。

（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
三
七
─
一
─
一
。

３２
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
三
五
─
二
七
─
一
。

３３
（

）
「
文
書
」
三
〇
─
二
八
─
一
。

３４
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
三
五
─
三
二
。

３５
（

）
三
上
孝
司
・
出
淵
勝
次
『
福
井
石
川
両
県
下
機
業
調
査
報
告

３６
明
治
三
三
年
』（
高
等
商
業
学
校
、
一
九
〇
一
年
）。
以
下
、
引
用

は
「
国
立
国
会
図
書
館

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
よ

る
。
な
お
、『
福
井
市
史

資
料
編
一
〇

近
現
代
一
』（
福
井
市
、

一
九
九
一
年
）
七
三
八
～
七
四
六
頁
で
は
、
こ
の
報
告
の
う
ち
、

「
第
一
章

沿
革
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（

）
同
右
、
七
頁
。

３７
（

）
同
右
。

３８
（

）
同
右
、
七
～
八
頁
。

３９
（

）
同
右
、
八
頁
。

４０
（

）
同
右
、
九
頁
。

４１
（

）
同
右
、
八
頁
。

４２
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
三
一
。

４３
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
三
五
─
四
五
。〔
羽
二
重
商
況
設
問
一
覧
〕

４４
（
全
一
六
問
に
付
）。

（

）
「
文
書
」
二
七
─
三
二
─
一
。

４５
（

）
「
文
書
」
三
七
─
八
。
両
者
「
欧
米
羽
二
重
商
況
視
察
報
告
」
は
、

４６
①
の
問
答
の
有
無
以
外
に
は
、
注
釈
的
に
（

）、
強
調
的
に

「

」
の
区
分
が
あ
る
程
度
で
、
概
要
は
同
じ
で
あ
る
。

（

）
農
商
務
省
商
工
局
編
『
欧
米
羽
二
重
商
況
視
察
報
告
』（
有
隣

４７

堂
、
一
八
九
七
年
）
一
頁
。

（

）
同
右
。

４８
（

）
「
文
書
」
二
七
─
三
二
─
一
。

４９
（

）
「
文
書
」
三
七
─
一
四
。

５０
（

）
表
題
に
「
書
」
の
文
字
が
抜
け
、
見
返
し
に
「
書
」
が
あ
る
。

５１
（

）
「
文
書
」
三
七
─
八
。

５２
（

）
続
く
箇
所
で
は
、「
東
洋
諸
国
等
に
向
つ
て
輸
出
す
る
に
は
我

５３
邦
に
於
て
染
方
付
し
た
る
者
も
或
は
可
な
ら
ん
か
是
は
別
問
題
と

す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
東
洋
諸
国
に
お
い
て
は
白
羽
二
重

で
あ
る
必
要
は
感
じ
ず
、
染
色
加
工
を
日
本
で
施
す
点
を
強
調
し

て
い
る
。

（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
三
五
─
一
九
。

５４
（

）
岩
本
真
一
「
日
本
に
お
け
る
ミ
シ
ン
輸
入
動
向
と
衣
服
産
業
の

５５
趨
勢
─
二
〇
世
紀
転
換
期
の
大
蔵
省
主
税
局
編
『
外
国
貿
易
概

覧
』
を
中
心
に
─
」（『
大
阪
経
大
論
集
』
第
五
九
巻
二
号
、
二
〇

〇
八
年
七
月
）。

（

）
参
照
元
は
「
国
立
国
会
図
書
館

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

５６
リ
ー
」。

（

）
同
右
、
八
六
四
頁
。

５７
（

）
同
右
。

５８
（

）
同
右
、
八
六
五
頁
。

５９
（

）
同
右
。

６０
（

）
同
右
、
八
六
六
頁
。

６１
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
三
二
。
断
り
の
な
い
限
り
、
以
下
の
引
用

６２
は
全
て
こ
れ
に
も
と
づ
く
。
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（

）
小
木
田
敏
彦
「
機
業
投
資
と
し
て
の
力
織
機
化
─
一
九
〇
五
～

６３
一
九
一
四
年
の
羽
二
重
産
業
を
例
に
─
」（『
経
済
地
理
学
年
報
』

第
四
七
巻
三
号
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）。

（

）
蓮
實
重
彦
・
山
内
昌
之
『

世
紀
と
の
訣
別
』（
岩
波
書
店
、
一

６４

２０

九
九
九
年
）、
特
に
「
日
英
同
盟
と
日
米
安
保
条
約
」。

（

）
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
と
米
国
に
お
け
る
織
機
の
進
化
と
、
一
九

６５
世
紀
日
本
に
お
け
る
受
容
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
角
山
幸
洋
、
前

掲
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
い
わ
も
と

し
ん
い
ち
・
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
研
究
員
、

同
大
学
非
常
勤
講
師
、
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
、

国
立
民
族
学
博
物
館
特
別
共
同
利
用
研
究
員
）


